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PART1 私の未来世のスターピープルの

来訪 

 

話は少し前に戻りますが、その当時は、まだ

ご紹介できなかった話から始めましょう。 

2017 年の 11 月の中旬にはいると、恵理

（恵理）さんのセッションにも大きな変化が

出てきました。 

それは、レムリアの過去世が出る代わりに、

その人の未来でスターピープルになった人

達が恵理（恵理）さんを通してその人の前に

現れるようになった事です。 

彼らはいくつかの異なる世界からやってき

ていますが、その多くが、3000 年から

4000 年先の光 40％台の地球の未来から

来ています。 

彼らは、今の時代が大きな「ターニングポイ

ント」であると言います。 

そして今の時代を少しでも変える事が出来

れば、未来の地球を救う事ができるために、

3000 年という時代をさかのぼって、彼ら

の先祖でもある 2017 年の自分に会いに来

ているのです。 

まるで映画の「ターミネーター」のような話

ですが、実際起こっている事です。 

 

私は、光 50％後半の世界の未来はどのよう

になっているのだろうと考えていたところ、

私達にとってとても嬉しい出来事が起こり

ました。 

それは、私達が行っているアセンションが成

功して、今まで私が知らなかった大切な目的

が達成された事でもあります。 

 

第 1 章 太陽種族の到来 
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私が仕事から帰って夕食を食べているとき、

恵理（恵理）さんが私に向かって言いました。 

「TAKESHI さん、第 2 評議会のスターピ

ープルの代表が新しく変わったみたいよ。 

先ほど連絡が入ったけれど。」 

私は、第 2 評議会のスターピープルで仲良

くしているのはロッド星人といくつかの種

族だけで、第 2 評議会のスターピープルが

どの様な構成になっているのかよく知りま

せん。 

 

「第 2 評議会のスターピープルとはあまり

なじみがないけれど、何か起きたのかな。 

新しく就任したスターピープルを呼び出し

てみて。」 

私は恵理さんに頼むと、恵理さんは目を閉じ

て、スターピープルの来訪を待ちました。 

するとすぐに、新たな光を持ったスターピー

プルのグループがやってきました。 

 

「初めまして、あなたはどの様な役割をもつ

スターピープルですか、教えてください。」 

「TAKESHI さん、私達は初めてお会いしま

すが、私達の事は、あなたはよく知っている

はずです。」 

私は、きょとんとしてしまいました。 

「あなた方に、以前どこかでお会いしました

か、あなた方の星を教えてくれますか。」 

「私達は地球の未来からやってきた太陽種

族です。」 

 

私は「太陽種族」という言葉を聞いて、驚き

と懐かしさがこみあげてきました。 

「私達は、TAKESHI さんの未来世であり、

アセンションした地球でこれから、

TAKESHI さん達によって生み出される種

族です。」 
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太陽種族とは、私達が「宇宙の光」で星のツ

アーを行っていた時、未来のマスターから誘

われて、地球人が未来に向けて新しい種族に

生まれ変わるために必要だからと、いくつも

の星々のスターピープル達から特殊な遺伝

子を分けてもらい、その遺伝子を統合してで

きたのが太陽種族だったのです。 

 

その当時は、未だスターピープルの事や地球

人がいくつもの星のスターピープルの遺伝

子を組み合わされて生みだされた事も知り

ませんでしたので、私達にとっては全く現実

味のない話でしたが、地球人の進化のために

とマスター達からいわれ、いくつもの星を回

って遺伝子を手に入れ、自分達の遺伝子構造

に取り入れたのです。 

 

「その太陽種族がなぜ今の地球に来ている

のですか。」 

と私はたずねました。 

 

「私達は、私達を確実に生み出すために、時

間を越えてやってきました。 

地球のアセンションはおおかた成功してい

るのですが、まだ何が起こるか分かりません。 

アセンションした地球では、これから地球人

がスターピープルに進化するための大切な

学びを行わなければなりません。 

 

そして同時に、天の川銀河のいくつものスタ

ーピープルの特質を統合した太陽種族を生

み出すための準備に入るのです。 

これからも、アセンションした地球では、

様々な闇の創造主や私達とは異なる宇宙の

創造主達からの干渉も受けるでしょう。 

そのようなときに、スターピープル達が的確

に動けるように、第１評議会、第 2 評議会
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のスターピープル達の指揮を、私達がとる事

になりました。」 

 

私は、ロッド星人やエレナさんに、この事に

ついて聞いているかたずねました。 

 

「もちろんです。 

太陽種族が生まれたという事は、私達のアセ

ンションが成功したという事です。 

全ての評議会の創造主とスターピープルが

喜びに満ち溢れています。 

彼らが、はるかな未来から来てくれた事で、

私達は今まで以上にしっかりとした仕事が

出来ますし、大いなる希望を持つ事ができま

す。」 

 

まわりのスターピープル達にも喜びと安心

のエネルギーが広がっている様子が、私にも

伝わってきます。 

 

「TAKESHI さん達も、大変な苦労をしてこ

られましたが、皆さんの努力は報われたので

す。 

これからは、私達が直接 TAKESHI さん達

と共に仕事をしていきますので、宜しくお願

いします。」 

 

「え！まだやる事があるのですか。」 

私は冗談交じりに答えます。 

 

「もちろんです。 

アセンションした世界で、太陽種族を生み出

していく事があなたの最大の仕事です。 

そのためには、あなたがスピリチュアルなレ

ベルで受け取っているいくつものスターピ

ープルの遺伝子を物理世界におろして、人間

の遺伝子と統合していかなければなりませ

ん。 
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それができるのは、あなたしかいないので

す。」 

 

どうやら新しい仕事が始まるようです。 

私達に子供が生まれる時から、今までの地球

人の遺伝子にはない新しいスターピープル

の遺伝子を持った子供が生まれるとは聞い

ていましたが、それが太陽種族の源になる子

供達のようです。 

 

恵理さんの予定では、私達の間に生まれる子

供は 4 人で、それぞれが異なる遺伝子を持

ち、異なる性格や体質、そして能力をもって

生まれてくるようです。 

 

私はもう一つ気になる事を質問しました。 

「あなた方は、この時代に、時をさかのぼっ

てくる事ができた、という事は肉体をもうす

でに持っていないという事になりますが、あ

なた方の時代には、地球はどうなっているの

ですか。」 

 

太陽種族はにこやかに笑って答えます。 

「TAKESHI さん、心配はいりません。 

地球はまだ平和なままです。 

太陽種族は、全て共通の意識で動いています

が、一人一人が、自分が活躍する世界を決め

る事ができます。 

そしてその世界で都合の良い体になる事が

できますので、肉体を持って活躍している太

陽種族も沢山いますし、半物質の者、私のよ

うにスピリチュアル体の者もいます。 

それでは、またあとで TAKESHI さんに直

接メッセージを送ります。」 

そういって太陽種族は消えていきました。 

 

太陽種族とは、宇宙の光の「星のツアー」で

2014 年の秋から翌年の 3 月頃まで行われ



 
 

8 

ていた「未来へと続く遺伝子」のシリーズで

詳しく書かれていますが、天の川銀河の危機

を救うために、地球人をベースとして、様々

な星のスターピープルの特質を組み合わさ

れて作られる特別なスターピープルの事で

す。 

 

といっても、もともと地球人はいくつかのス

ターピープルの遺伝子を組み合わせて作ら

れていますので、その遺伝子構造に、さらに

高度な遺伝子を組みあわせていく事を計画

しているようです。 

 

地球人の成り立ちをみると、創造主達はもと

からそのような計画をもって地球人を生み

出したのではないかと思われます。 

しかしながら、地球人は創造主の思惑通りに

成長するのではなく、闇の創造主やダークピ

ープルによって、支配欲や依存心などを植え

込まれたために、スターピープルとして成長

できずにいたのです。 

 

そして、宇宙の危機を救う太陽種族を生み出

すための最後のチャンスが今回の地球のア

センションです。 

今回こそは、太陽種族を生み出すための基礎

となる地球人を闇の世界から救いだし、スタ

ーピープルから太陽種族へと進化させなく

てはなりません。 

 

 

 

PART2 太陽種族からのメッセージ 

 

私達が、太陽種族と出会った夜、彼らからの

大切なメッセージが、私のもとに届けられま

したので、全文をご紹介いたします。 
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私達があなたの元を訪れる事ができた事を

大変うれしく思います。 

私達はあなたの未来であり、あなたの魂の子

孫でもあります。 

あなた方のアセンションが成功するならば、

私達は地球の未来で生まれる事ができます。 

私達は、地球の人々が予定道理の進化を遂げ

て、太陽種族を確実に生み出す事が出来るよ

うに、時間を越えて皆さんの時代にやってき

ました。 

  

太陽種族の誕生は、多くのスターピープルと

創造主達の願いでもあります。 

皆さんの宇宙を、さらに統合された素晴らし

い宇宙にするために、太陽種族が必要なので

す。 

 

これから、皆さんの宇宙では、いくつもの困

難を乗り越えてスターピープル達が統合さ

れ、新たな種族を生み出していきます。 

そして、新たな種族のもとに、多くのスター

ピープル達が、より高い進化を目指して集っ

てきます。 

 

しかし、それもまた一つの通過点、天の川銀

河の種族達は更に高みを目指して昇ってい

くのです。 

もし、私達が生まれなければ、天の川銀河の

種族達の統合も起こらず、天の川銀河は、大

変不安定な状態になります。 

  

もちろん、私達の誕生を望まない創造主やダ

ークピープル達も数多くいます。 

彼等にとって天の川銀河のスターピープル

達が成熟する事は決して好ましい事ではな

いからです。 

彼等は、これからも長い間、天の川銀河を支

配したいと考えています。 
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その為には、天の川銀河に住む地球人やスタ

ーピープル達を団結させず、力のないままに

しておく事が必要なのです。 

  

しかし、彼らの野望は終わりを告げるでしょ

う。 

私達は、地球のアセンションを行う事で、ス

ターピープル達が統合されるための基盤と

なる地球人を守る事に成功しつつあります。 

光を持った地球人は、これからいくつもの星

のスターピープル達が一つに統合される為

には、欠かす事ができない存在です。 

 

かつて創造主は天の川銀河のスターピープ

ルの統合を願い、いくつものスターピープル

達の基本的な遺伝子を組み合わせて地球人

を作ったのです。 

いくつもの星のスターピープル達の遺伝子

を持っている地球人は、その遺伝子を自分の

体の中で統合する事によって、これからさら

に多くのスターピープル達の遺伝子を取り

入れて進化する事ができます。 

 

地球人はやがて、天の川銀河の優秀なスター

ピープル達の特質をいくつも備えた特別な

スターピープルとして育っていくでしょう。 

  

TAKESHI さん達は、「宇宙の光」の活動の

中で 1 万年後や 3 万年後の未来のマスター

達と出会った事がありましたね。 

それから、皆さんは彼らと共に旅をして、い

くつもの星に住むスターピープル達から特

別な遺伝子を分けてもらいました。 

 

そして、今の地球人よりもさらに強化された

遺伝子構造を手に入れて、いくつもの星の遺

伝子を統合させ、あらたな太陽種族として進
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化していくというミッションを行なってい

ただきました。 

  

この事が、私達「統合の種族（太陽種族）」

を生み出す大切なきっかけとなったのです。 

あの時は、他の星のスターピープル達の遺伝

子を受け取る事ができたのは、あなただけで

した。 

それは、TAKESHI さんの遺伝子が、この太

陽種族を生み出すために準備された特別の

遺伝子構造を、初めから持っていたからです。 

  

その後このプロジェクトは、闇の創造主達の

妨害により延期されました。 

TAKESHI さん達が、地球のアセンションを

成功させ、光の地球を作る事に成功しない限

り、太陽種族の誕生もあり得ないからです。 

しかし、ようやく闇の創造主達の多くが皆さ

んの世界から分離されていきました。 

これから、皆さんはアセンションした世界へ

と歩みを進めていく事になるでしょう。 

 

太陽種族を生み出さけければならない理由

はいくつかあります。 

それは、TAKESHI さんがアセンションの活

動の中で行ってきた事と同じように、太陽種

族でなければできない事がたくさんあるか

らです。 

 

太陽種族は、最初は、今の TAKESHI さん

達と同じように、地球やいくつかの星の物理

世界に住む事になります。 

今、天の川銀河で活躍しているスターピープ

ル達の特殊な能力を持ちながら、物理世界に

生きているという事の重要性を考えてくだ

さい。 
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これから皆さんの地球や天の川銀河は大き

な問題にいくつもぶつかっていきます。 

それぞれの星の異常気象やダークピープル

による攻撃というような個別の問題ではな

く、いくつもの星々や銀河を呑み込むブラッ

クホールの様な巨大なエネルギーが侵入し

て来たり、今迄体験した事もないような不思

議なエネルギーによって天の川銀河全体が

混乱する事が起きてきます。 

 

あるいは、今まで以上に強力な力をもった闇

の創造主が、皆さんの宇宙を襲う事も起きる

かもしれません。 

 それらの問題は、スピリチュアルなレベル

だけでは解決できないのです。 

 

天の川銀河では、今迄もシリウス大戦争を始

め、多くの争いや闇の力をもった創造主によ

る独裁的な行為がいくつも起こりました。 

そのために、天の川銀河は、闇の多い宇宙と

なり、闇の創造主が支配し、ダークピープル

達が暗躍する宇宙となったのです。 

 

それを解決するためには、創造主としての力

を持った TAKESHI さん、恵理さんが地球

の物理次元に降りて、光の創造主やスターピ

ープル達と共に働く事が必要でした。 

しかし、これから起こる天の川銀河レベルの

危機を乗り越えるためには皆さんの子孫と

もなる太陽種族を生み出さなければなりま

せん。 

 

天の川銀河を作った創造主は、天の川銀河の

危機を予見して、いくつもの星のスターピー

プルの遺伝子を持つ地球人を作りあげ、これ

から起こる危機を回避しようとしたのです。 

しかし、その様な目的で作られた地球人は、

すぐに闇の創造主とダークピープル達の手
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に堕ち、堕落した自己中心的な種族へと移り

変わっていきました。 

 

地球人達は、支配欲が強く争いを好む種族に

なってしまったために、スターピープル達の

遺伝子は、その力を発揮する事ができません

でした。 

その現状を見た創造主は、地球人を闇の創造

主から奪い返して光が多い星にするために、

優秀なスターピープル達を地球に送り、アセ

ンションのチャンスを作ろうとしましたが、

その計画は事ごとく失敗しました。 

 

そして、地球はさらに闇が深い星となり、天

の川銀河や皆さんの宇宙も、自己中心的で独

裁的な創造主達が支配する宇宙となりまし

た。 

  

このままでは、地球だけでなく天の川銀河も、

銀河ごとディセンションしてしまう可能性

が出てきたのです。 

もし、太陽種族も生まれず、天の川銀河その

ものがディセンションしたならば、皆さんの

未来に起こる非常事態に耐え切れず、この銀

河は壊滅してしまう事でしょう。 

  

その危険を回避するための最後の手段とし

て、今回の地球のアセンションは計画されま

した。 

そして地球のアセンションを成功させるた

めには、今までこの宇宙を取り仕切ってきた

多くの闇の創造主を片付ける必要があった

のです。 

 

しかし、この宇宙はすでに、闇の創造主達の

手に堕ちていたために、上位の創造主が、問

題がある創造主を光に返したり処理する事

はできませんでした。 
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残念な事に、皆さんの宇宙を統治する上位の

創造主そのものが闇に堕ちてしまったから

です。 

  

創造主の世界を立て直すためには、正しい判

断力を持った創造主が物理次元に降りて、一

人一人の創造主の行いを調べながら、闇に落

ちている創造主達がいれば、彼らを光に返す

ための証拠を集めていかなければなりませ

んでした。 

 

創造主にもルールがあり、たとえその創造主

を生み出した親の創造主であっても、過ちが

明らかではない創造主を光に返す事はでき

ません。 

  

闇に堕ちた創造主は、自分達の独裁的な支配

を守る為に、物理次元に降りた創造主を迫害

し、自分達が行った事を明らかにされる事を

妨害してきました。 

 

しかし、私達の宇宙の創造主を、しっかりと

した光が多い創造主に変える事ができなけ

れば、地球のアセンションは成功しませんし、

太陽種族も生まれません。 

  

私達の宇宙の創造主をはるかに越えた創造

主は、私達の宇宙の事を心配して、自分のス

ピリットの一部を持った地球人を数名生み

だし、私達の宇宙の創造主達の立て直しを図

ろうとしましたが、その多くの者達が、地球

の闇に飲み込まれ、創造主の計画は成功しま

せんでした。 

 

しかし今回、数名の創造主達が協力して探査

能力に優れた創造主の一部を恵理さんにお

ろし、私達の宇宙の創造主をこえた創造主の

スピリットの一部を持つ TAKESHI さんと
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一緒に仕事をさせる事で、ようやく闇に落ち

た創造主達が、私達の宇宙や地球で引き起こ

した問題を明らかにする事ができました。 

 

TAKESHI さん達は、物理世界に近い創造主

から初めて、一人ずつ創造主達を調べながら、

階段を一段一段上るように、創造主の世界を

上っていきました。 

そして、いくつもの危機をかいくぐりながら、

創造主達が行なった傲慢な行為を明らかに

して、闇に落ちた創造主達を処理していった

のです。 

 

その過程において、あまりにも多くの創造主

達が闇の支配を受けて正当な判断が出来な

くなっていた事、特に宇宙の最高位に君臨す

る創造主達までもが、闇の力の虜になってい

た事は、全ての創造主にとって大変な驚きで

した。 

 

しかしながら、皆さんと正しい判断力を持っ

た創造主の働きによって、闇の力に支配され

た創造主は光に返されて私達の宇宙は創造

主の立て直しおこなう事が出来ました。 

第 2 評議会に私達「太陽種族」が就任した

事によって、私達の宇宙は新たなステージに

入る事ができます。 

 

そのステージの目的は、光を持った地球人を

速やかに進化させてスターピープルへと育

てる事、そして優秀なスターピープル達の遺

伝子を融合させ、統合されたスターピープル

（太陽種族）を生みだす事です。 

太陽種族を生み出す計画は、スピリチュアル

な世界と現実世界で同時に進行させなけれ

ばなりません。 
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ただし、スターピープルの遺伝子の統合は慎

重に行わなければなりません。 

興味本位や利益目的でスターピープル達の

遺伝子を扱ってはいけません。 

TAKESHI さん達が考えるように、今の地球

人達が国や種族を越えて国際結婚をして異

なる種族の混血を生みだすように、自然に適

応させながら、遺伝子を統合していく方法を

考えなければならないのです。 

  

勿論、地球と他の星では生活環境や体質など

が大きく変わりますので、簡単には遺伝子が

適応しないかもしれません。 

現在、スターピープル達がたくさん地球に降

りているといっても、それはスターピープル

のスピリットが地球人の肉体に宿っている

だけですから、肉体上の遺伝子に大きな変化

や統合が起こっているわけではありません。 

  

しかし、これからの時代は、ファーストコン

タクトが起こり、他の星のスターピープル達

が肉体をもって地球に降り立つでしょう。 

プレアディスやシリウス、アルクツールス、

アンドロメダのスターピープル達が地球に

適応した体質に自分達を変化させて地球に

住む事も考えられます。 

  

そうすると、地球人とスターピープル達の遺

伝子の違いや適応に関する研究が、お互いの

協力のもとに行われます。 

スターピープル達はやがて太陽種族を生み

ださなければならない事を知っていますか

ら、お互いの遺伝子を適応させるための研究

には好意的に参加し、地球人を指導してくれ

るでしょう。 

そして、お互いの遺伝子が適応するような調

整も行われ、異種族の人達同士が子供を作る

という事も起こるでしょう。 
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勿論、遺伝子だけを取り出して融合し、新た

な存在をつくる試みも行われますが、その子

供の精神的な成長や情緒の面でうまく行か

ない事が多いので、やはりあるレベルまでは

自然な形での出産が試みられるでしょう。 

  

時間はかかりますが、私達はスピリチュアル

なレベルでもこの事をサポートします。 

それは地球人と異なるスターピープルの種

族によるスピリチュアルな融合です。 

お互いの種族が、異なる人種であるという区

別を捨てて、同じ天の川銀河に生きる天の川

種族であるという統一的な考え方をもてば、

地球人が持つ差別感や違和感を乗り越える

事ができます。 

 

更に言えば、精神的な同調が深まれば、お互

いの遺伝子も同調を始め、異なる種族であっ

ても 2 つの種族の遺伝子を組み合わせた子

供が生まれやすくなりますし、成長する過程

でも大きな問題は出なくなります。 

  

この事が、地球人に理解されるまでは、もう

しばらく時間が必要です。 

それまでは、異なる種族の間に子供が生まれ

ても、両方の遺伝子が活性化してより良い状

態で子供が育つ事は、少し難しいかもしれま

せん。 

しかし、地球人とスターピープル達の努力に

よって、この問題は必ず解決されるでしょう。 

  

大切な事は、同じ天の川銀河の種族として精

神と肉体を同調させていく事です。 

そして、私達を生み出した「宇宙の根源の愛」

につながる事です。 

宇宙の根源の愛は全てを生みだす源です。 
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お互いの種族が、この愛を分かち合えればす

べては可能となります。 

そうしなければ、太陽種族は生まれず、私達

の宇宙の危機を乗り越える事はできないの

です。 

 

 

 

PART3 太陽種族の誕生の秘密 

 

私達「宇宙の光」は、2014 年から 2015

年にかけて、地球の未来を守るために新たに

「太陽種族」を産み出すための活動を行って

いました。 

 

それはもともと様々なスターピープルの基

本的な遺伝子を組みあわせて作られた地球

人の遺伝子に、各スターピープル達の特別な

遺伝子を組み込んで、天の川銀河を代表する

ようなスターピープルである「太陽種族」を

産み出すための試みでした。 

その事についてこの章で詳しくお話しした

いと思います。 

 

それは、１万年後の地球を守護するマスター

と出会う事から始まりました。 

彼は、現在の地球が核戦争で大きなダメージ

を受け、地球人はもはや地上には住めなくな

った事を私達に伝えてきました。 

私達は、時間を越える宇宙船「フェニックス

号」で 1 万年先の地球に行き、その現状を

見せてもらいました。 

 

地球の表面はまるで砂漠のように、木々や海、

川が無い世界となっていました。 

もちろん地上にはだれも住んでおらず、地下

深いところに防御服に身をくるんだ地球人

達が住んでいました。 
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私達地球人が、争いやお互いを支配する事を

止めて、愛に基づく進化を遂げなければ、地

球は、核戦争や自然災害で破滅するかもしれ

ない事を告げられました。 

 

その解決策のために、私達は、アーサーと呼

ばれる未来のマスターから地球人が進化し

ていくための必要な遺伝子コードを受け取

ります。 

それが、私達が初めて手にしたライトコード

（スピリチュアルな遺伝子）である「愛のラ

イトコード」と「環境耐性のライトコード」

でした。 

 

そして次は４万年後のマスターから、地球人

を太陽種族として進化させる必要がある事

を聞かされました。 

これからの天の川銀河に起こる大変な出来

事や太陽種族が生まれなかったときの陰鬱

とした宇宙もみせてもらいました。 

 

私達は、自分達の活動が地球のみならず宇宙

の未来にとってとても大きな意味がある事

を知らされ、太陽種族の誕生のために力を尽

くす事にしたのです。 

私達は、マスター達の指導により、人類の進

化のための遺伝子研究を行う「ライトコー

ド・ラボ」をスピリチュアルなレベルで設立

しました。  

 

ライトコードとは、スピリチュアル・レベル

の遺伝子で、実際に私達の肉体を作っている

物理的なレベルの遺伝子とは異なりますが、

この物理的な遺伝子（DNA）も、もともと

はスピリチュアルな遺伝子から生み出され

たのです。 

スピリチュアルな遺伝子を持つ事により、や

がてはそれらの一部が少しずつ物理的な遺
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伝子に影響を及ぼして人類の遺伝子を活性

化して進化を促進する事になります。 

 

もしくは、優れた遺伝子工学があれば、他の

スターピープルの遺伝子を、地球人の肉体に

組み込み進化のスピードを上げる事もでき

ます。 

しかし、そのためには厳しい倫理的な視点が

大切です。 

 

やがて私達は、太陽種族の遺伝子のもととな

る様々なライトコードを受け取るために、天

の川銀河はもちろんアンドロメダ銀河やオ

リオン星雲にまで旅する事になりました。 

あるいは時間を越えて過去のレムリアに行

ったり、次元を超えて宇宙を守護する聖なる

ドラゴン達の聖地にもでかけ、新たなライト

コードを手に入れたのです。 

 

他にも、水星の言語図書館にあるチャネリン

グ・コードや天使のライトコード、フェアリ

ーのライトコードも与えてもらいました。 

そして、私達が今手にしているクリスタルが、

もともと生きて活躍しているクリスタルの

マスター達の変容した姿である事も知り、ク

リスタル族との意識を分かち合うためのク

リスタル・コードも手に入れました。 

 

私達は、スターピープルのライトコードだけ

でなく、他の種族の特質を持つライトコード

を手に入れました。 

そのライトコードは、太陽種族を産み出すた

めに準備された私の遺伝子ベースの中に収

容されていますが、一般の方達へ、このスピ

リチュアルな遺伝子を分け与えるのはまだ

その当時には実現しませんでした。 

 

その代り、ライトコードを人間のスピリチュ
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アル・レベルに入れるための準備として、ラ

イトボディアチューメントやデバインライ

ト・ヒーリングを行うように、私達は導かれ

ていきました。 

 

私は、いくつものライトコードを自分のスピ

リット体に預けたまま活動を続けてきまし

たが、恵理さんと出会いアセンションの活動

を本格的に始めるようになると、遺伝子を専

門に扱うスターピープル達によって、これら

のライトコードも活性化されていきました。 

現実的な肉体においては、老化のスピードが

遅くなって、今までよりも若々しくなったよ

うな感じがします。 

 

そして、恵理さんとの間に子供が出来た事で、

このスピリチュアルな遺伝子の一部は、私達

の子供に引き継がれ、太陽種族の元となる子

供が、この世界に生まれてきたのです。 

私達は、自分の子供を持つ事で、最も理想的

な形で太陽種族を産み出すための遺伝子を、

この地上に生きる人間の肉体に組み込む事

が出来たのです。 

 

これからも長女の美輝だけでなく他にも子

供達が生まれてくる予定になっていますが、

それぞれが太陽種族を産み出すための遺伝

子をもってこの地球に生まれてくる事にな

っています。 

それらの遺伝子が、また様々な形で融合し合

い新たな種族が生み出されると、太陽種族の

リーダーはいっていました。 

 

私が生きている間に、太陽種族の遺伝子を持

つ子供が誕生する事は、太陽種族が生まれる

時間を大幅に短縮できる事となります。 

これは、創造主だけでなく多くのスターピー

プルにとっても最大の願いであり、地球のア
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センションの最終目的でもあったようです。 

 

これから地球は、物理世界でも分離され、愛

の度数が高い人達が集まる世界が生まれて

きます。 

太陽種族の遺伝子は、その世界に集まった人

達にも分け与えられ、スターピープルによっ

てどんどん活性化されていく事でしょう。 

 

太陽種族のフレッド達が、今の世界に来たと

いう事は、創造主やスターピープル達の願い

がかなえられたという事でもあります。 

しかし、これから先どのような事が起こるか

予測も付きません。 

太陽種族の誕生を良く思わない者達も沢山

いるからです。 

私達は、状況を見守りながら慎重に行動する

必要があります。 
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PART１ 分離されゆく地球の物理世界 

 

11 月中旬に太陽種族が現われてから、スタ

ーピープル達の活動もさらに活発になって

きました。 

不要なエネルギーを除去する事が得意なレ

インボーピープル達や愛で統一された世界

のスターピープル達もさらに大きなサポー

トを行ってくれます。 

そして 2017 年の末には、光 45％以下の

世界と光が多い50％以上の世界を分離する

事に成功したようです。 

 

2018 年に入ると、やはりいくつもの世界

に隠れていた闇の創造主や異なる世界の創

造主とダークピープルの反撃にもあいます

が、以前ほどの力はもう残っていないようで

す。 

 

スターピープル達は、次は光 50％までの世

界を51％以上の光の世界と分離する為の活

動に入りました。 

この事が成功すると、光51％以上の世界が、

それよりも光が少ない世界と物理世界でも

分離されますので、地球のアセンションの基

盤が完成する事になります。 

 

彼等の話では、3 月には光 51％までの世界

とそれよりも光が少ない世界の分離が終了

するようですが、予想以上に仕事は進んでい

るようですが、この光 50％を境にした世界

の分離は大変大きな意味を持っています。 

第 2 章 新たなスターピープ

ル達の来訪 
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それは、その世界を統治する創造主が、光

50％を境にして変わるからです。 

 

光 50％以上の世界は、光が多く含まれた創

造主が統治して、「愛で統一された宇宙」と

の統合が行なわれます。 

その為に人々もより深い愛に包まれて意識

進化を行ないスターピープルへの道を歩む

準備をします。 

 

更に光 51％以上の世界でも、光 56％以上

の世界からは、スターピープル達も肉体を持

って地球人と接触できる世界になりますの

で、地球規模でのファーストコンタクトも、

さほど遠くない未来に起こる可能性があり

ます。 

この光 56％以上の世界は、光の地球を生み

だすための準備段階ともいえるのですが、ど

れほどの地球人がこの世界に入って来れる

かは、まだ明確でありません。 

 

光 40％から光 50％までの世界は、その世

界を担当する創造主が統治しますが、彼らは

まだ闇を多く持っている創造主ですので、少

しばかり自己中心的な所があります。 

創造主が交代してからも、この世界は、異な

る宇宙との扉を開き、扉の向こうの創造主が

関与する事で大きな混乱を引き起こしてい

ました。 

 

この世界も大きく分けると 2 つの世界に分

かれます。 

光 50％に満たない世界でも、光 40％から

45％の世界は、今までの地球とほとんど変

わらない地球です。 

人々はアセンションが行なわれた後も、今迄

とは全く変わらない生活を送ります。 
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この世界で学びを行う人は、自分の欲望や感

情と深く向かい合う事になりますが、ほとん

どの方が、自分自身を成長させようという気

持ちはありませんので、地球人の意識進化は、

あまり進みません。 

 

光 46％から 50％の世界は、今までの地球

よりも少しだけ光が多い世界になりますの

で、今までよりも争いや抑圧が減ってきます。 

この世界に生きる人々は、きっと今までより

も楽しくて明るい人生を送る事ができると

思われますが、光が多い世界との間には大き

な壁があるので、この世界で意識進化を行っ

た後は、肉体を脱ぎ捨てて光の多い世界へと

入って行く事になります。 

 

人々がどの世界に行くのかは私達には分か

りませんが、その方のスピリットにとって一

番居心地がよく、大切な学びをしやすい場所

に行く事になります。 

光が多い少ないというのは、あくまでのその

世界を規定する基準ですので、自分にとって

一番適した場所に行く事が大切なのです。 

 

 

 

PART2 地球人とファーストコンタクト

行うスターピープルの来訪 

 

2018 年の 1 月 5 日には、新たなスターピ

ープル達も私達の前に姿を現し始めました。 

その 1 組目は、地球人とのファーストコン

タクトを予定しているスターピープル達の

グループです。 

それは、今までも交流していたプレアディス

やシリウス星人達のようですが、少し雰囲気

が違います。 
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「TAKESHI さん、私達はこれから地球人と

のファーストコンタクトを行なう為の準備

にやってきました。 

地球は、ようやく光が多い地球と闇が多い地

球に分かれましたので、私達も安心して地球

に降り立ち、地球人とお会いできる日が近づ

いてきました。 

その為に、私達は、TAKESHI さん達にご挨

拶にやってきたのです。」 

 

勿論、彼らは、まだ地球に肉体をもって降り

てきたのではありません。 

しかしながら、彼等が肉体を持って地球に降

り立つための準備を行いに来たのは確かで

す。 

 

「私も、皆さんと地球で肉体を持ってお会い

できる事を楽しみに待っていますが、ファー

ストコンタクトの予定はたったのですか？」

と尋ねてみました。 

 

「まだ正確な日程は決まっていません。 

私達も、ファーストコンタクトを行う前にい

くつもやらなければならない事があるから

です。」 

「もちろんそうでしょう。 

手始めに何を行ないますか。」 

 

彼等は、先ほどよりもはっきりとしたビジョ

ンで答えます。 

「私達は地球人の中でも、私達に会う準備が

できた人達と個別にファーストコンタクト

を行なっていきます。 

ちょうど、私達が TAKESHI さんや恵理さ

んとスピリチュアルなレベルで話をしてい

るように、多くの人達に話しかけ、スターピ

ープルが実際に存在している事、私達が皆さ
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んの意識進化のサポートに来た事を理解し

てもらいます。 

最初は、うまく行かないかもしれませんが、

やがて人々は、私達の実在を信じはじめ、共

に活動できるようになるでしょう。」 

 

「そうですね、いきなり宇宙船で現れるより

か、その方がよいかもしれませんね。」 

 

「この事は昔から一部のスターピープルに

よって繰り返し行われていたのですが、相手

は地球の子供達に限られていましたし、子供

が大きくなるにつれスターピープルとの出

会いは忘れるように設定されていました。 

しかし、これからは、子供だけでなく地球の

多くの人々とコンタクトがとれるようにな

りましたし、その記憶も消す必要は無くなっ

たのです。 

 

地球人が、私達スターピープルの存在を認め、

スターピープルと共に活動する事を望むよ

うな社会に変わっていくのです。 

その時初めて、私達は、地球に肉体を持って

降りる事ができます。」 

 

「つまり周到な根回しをしてから、現われて

くるという事ですね。」 

 

「地球は、光の世界と闇の世界に分離された

とはいえ、地球の人々の多くは、今までの地

球の考え方や習慣から抜け出せずにいます。 

その考え方や習慣を変えるためには時間と

学びのためのきっかけが必要なのです。 

そして地球人の意識が成長して、ようやく光

が多い世界にふさわしい人類になってくる

のです。 

世界は完全に分離しましたが、地球人の成長

は今始まったばかりなのです。 
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これからの意識生長を誤ると、元の世界に戻

ってしまいますから、私達も慎重に地球人を

導いていきます。」 

 

確かに、彼等が言うように、地球人の多くは

宇宙人の事についてほとんど知りません。 

宇宙人というと、地球人を誘拐したり地球人

に危害を与えるような存在だと思っている

人がほとんどです。 

しかもアメリカの映画では、地球を侵略に来

る獰猛な宇宙人ばかりが描かれていますの

で、地球人は宇宙人に対して恐怖を抱いてい

ます。 

 

もちろんその様な宇宙人（ダークピープル）

もたくさん存在していますが、まるで天使の

ように私達を見守り守護している宇宙人（ス

ターピープル）も存在しています。 

また古代、神々と言われ、地球の各地で信仰

を受けている存在達も、その多くは地球に降

り立った宇宙人（スターピープル）なのです。 

 

しかし、これから行われるファーストコンタ

クトで彼等が望んでいる事は、自分達を侵略

者だと思わせる事でも、地球人を救済に来た

神だと思わせる事ではありません。 

地球人も自分達と同じように、この銀河系に

存在する一つの種族であり、スターピープル

として生長できる可能性があるという事を

知らせに来たのです。 

そしてスターピープルは地球人の友人であ

り、地球人の意識進化を助ける教師である事

を理解してもらいたいのです。 

 

もし地球人が、私達スターピープルの事を理

解できなければ、広大な宇宙に、叡智ある存

在は自分達しかいないのだと思いこむよう

になります。 
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そうなると地球人は「井の中の蛙」のように、

宇宙の真実の姿を知らないままです。 

もちろん、地球人が宇宙に飛びだして他の星

の人々と交流する事もないので、この宇宙で

孤独な種族のまま終わってしまうのです。 

 

しかし、他の星から来たスターピープルと交

流を行う事で、地球人はこの宇宙にもたくさ

んの叡智ある存在がいるのだと理解する事

ができます。 

そして彼らはとても高い意識と能力を持ち、

宇宙の平和と進化のために働いているのだ

という素晴らしい事実を知る事になるので

す。 

そして地球人も、彼らとの交流を通して今以

上に進化して、やがて彼等と共に宇宙のため

に貢献できるようになるのです。 

 

私達は、日頃からスターピープルと交流して

いるので、その事があたりまえになっている

のですが、一般の人はそうではありませんの

で、少しずつ教育をしていく必要があります。 

今回来たスターピープルのグループは、主に

その様な役目を担っているスターピープル

のようです。 

 

 

 

PART3 太陽種族達を育てるスターピー

プル達 

 

1 月 7 日には、また別のグループが姿を現

しました。 

彼等はどうも「愛で統一された宇宙」から来

たスターピープルと私達の宇宙のスターピ

ープル達から作られた優秀な教育者や科学

者達のグループのようです。 
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「愛で統一された宇宙」から来たスターピー

プル達は、今まで多くの優秀な種族達を育て

てきた教育熱心なスターピープル達のよう

です。 

 

私達は、彼らと話を始めました。 

「TAKESHI さん、初めまして、私達も地球

の波動がとても高くなってきましたので、準

備を始めるためにやってきました。」 

「準備というのは、何の準備ですか。」私は

尋ねます。 

 

「私達は、太陽種族を生み育てるためのグル

ープです。 

私達は、それぞれの星の特徴を残しています

が、すでに太陽種族としての進化の道に入っ

ています。 

太陽種族のリーダーでもあるフレッドさん

達と共に、太陽種族としてこれから生まれて

くる TAKESHI さんと恵理さんのお子様が

無事に生まれ、スターピープルとして育つよ

うにお世話をします。」 

 

「それはとても助かります。 

私達の子供以外にも、太陽種族として生まれ

てくる子供もいるのですか。」 

 

「今はまだいませんが、やがて太陽種族を生

みだすために必要な遺伝子を持って生まれ

てくる子供達はいます。 

太陽種族は、すぐには出来上がりませんが、

その基礎はすこしずつ作らなければなりま

せん。 

これから、地球人の子供として、スターピー

プルの遺伝子を持った子供達がたくさん生

まれてきます。 
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その様な子供達が結婚して、さらに特殊なス

ターピープルの遺伝子を持った子供達が生

まれてきます。 

私達は、優れた科学的な知識や技術を持って

いますので、その様な遺伝子を持った子供達

が、しっかりと成長して、スターピープルと

しての能力が開花するようにしていきます。 

それは何世代にもわたって、遺伝子的な進化

を続けていくのです。」 

 

「なるほど、先日太陽種族のフレッドが言っ

ていた事はこの事だったのですね。 

どうか宜しくお願いします。」 

 

彼等は、先日現れたファーストコンタクトを

担当するスターピープルと同じく、主に光

56％以上の世界で活躍するようです。 

アセンションが進み、地球の物理世界が分離

される事で、ダークピープルや闇の創造主か

らの干渉が少なくなってきたので、彼等が活

躍する時期が来たようです。 
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PART1 恵理さんと切り離されていた「愛

で統合された創造主」 

 

地球の物理世界の分離が進むと、地球の波動

が高くなり、私達の体や意識にも変化が表れ

てきました。 

私達の肉体と意識の波動が高くなるにつれ

て、私達のエーテル体につけられたネガティ

ブ・コードの存在が明るみに出てきたのです。 

年末から、恵理さんはあまり体調が悪くずっ

と咳込んでいました。 

 

私達はその原因を探すために、恵理さんにサ

イキックアタックを仕掛けているダークピ

ープルや隠れている闇の創造主などを見つ

けては光に返したり分離していきましたが、

彼女の咳はなかなか止まりません。 

 

私達には、闇の創造主達から様々なネガティ

ブ・コードがつけられる事がよくあります。 

ネガティブ・コードとは、人をコントロール

したり、人からエネルギーや光を奪う目的で

つけられます。 

様々な種類のコードが有りますが、人々に対

して悪意を持ってつけられたコードやその

人に不要なエネルギーを持つコードをネガ

ティブ・コードと呼んでいます。 

 

簡単なものでは、その人の家族や知人が、そ

の人に自分の考えを押し付けたり、依存心や

怒りなどの感情をぶつける事でその人をコ

第 3 章 失われた創造主とア

センションの秘密 
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ントロールしたり危害を加えようとするコ

ードも有ります。 

 

また、特定の人に闇の世界のゲートを開き、

常に闇のエネルギーが流れ込んで不幸な現

象が起きるようにするコードも有ります。 

また、その人の能力やパワーを封じ込めて本

来の活動ができないようにしたり、その人の

高次の意識やスピリットの元となったスタ

ーピープル達とのつながりを断って、その人

が目覚める事を妨げる働きをするコードも

あります。 

 

特に地球のアセンションや地球人の進化の

ために働いている人々、創造主やスターピー

プルと深い繋がりを持っている人々には闇

の創造主やダークピープルによって、その働

きを封じ込めるためのコードが必ずつけら

れています。 

またすべての地球人には、現実世界に執着さ

せて、スターピープルとしての進化を妨げる

ためのコードも付けられています。 

 

私達は、ライトボディヒーリングというヒー

リングの方法を創造主達から教えてもらい、

これらのネガティブなコードをとるための

セッションを行なってきました。 

 

今までは闇が深い地球だったために、簡単な

コードしか取れなかったのですが、地球の分

離が進んで、私達が住む世界の波動が高くな

ってきたために、私達のスピリット体の深い

所についているコードが浮かび上がり取れ

る様になってきました。 

 

浮かび上がってきたコードのひとつは、恵理

さんの体と地球人の潜在意識をつなぐため

のコードでした。 
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地球人の多くは常に不安や恐怖心、怒りや悲

しみの感情を持って生活していますが、これ

らの感情は個人に特有なものではなく、全て

の地球人の潜在意識に深く刻まれています。 

 

今までは、ダークピープルの企みにより、私

達が大切な活動を行う時には、人間の潜在意

識に蓄積された怒りや妬みなどの感情のエ

ネルギーが恵理さんの体に流れ込み、体の各

場所に痛みやしびれを起こして、私達の活動

を妨害していました。 

 

そのたびに、スターピープルや大天使達によ

って、人間の感情エネルギーを切り離しても

らうのですが、またすぐに、人々の感情エネ

ルギーと繋げられてしまいます。 

その原因が、恵理さんに埋め込まれていたこ

のコードによるものでした。 

私達はこのコードをすぐに外す事にしまし

た。 

 

そして次に見つかったコードも大変重要な

コードです。 

これは彼女のオーラの第 4 層から第 5 層に

わたる深い場所に取り付けられているコー

ドです。 

第 8 評議会の創造主に来てもらいこのコー

ドの目的を調べてもらいました。 

 

「TAKESHI さん、このコードは、恵理さん

の高次の存在と恵理さんを分断して、恵理さ

んの能力を妨げるためにつけられたコード

です。 

このコードのおかげで、恵理さんの高次の存

在からのメッセージや能力を受け取る事が

できないようになっているのです。」 
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「恵理さんの高次の存在というのは、第 8

評議会にも存在している探査役の創造主の

事ではないのですか。 

それ以上の評議会の創造主にも、恵理さんは

つながっているはずですが。」と私は尋ねま

した。 

 

「もちろん、それも恵理さんの高次の存在で

恵理さんのスピリットのもとになった存在

ですので、そちらのラインはつながっていま

すが、もう一つ大切なラインが存在していて、

そちらのラインがこのコードによって閉ざ

されているのです。」 

「分かりました、それではこのコードを取り

はずしてもらえますか。」 

 

第 8 評議会の創造主はしばらくこのコード

を調べていましたが、かなりレベルの高い闇

の創造主がつけた物らしく、簡単に取り外す

事ができないようです。 

「しばらくお待ちください。 

上の評議会の創造主に相談してきます。」 

そういうと第 8 評議会の創造主は姿を消し

ました。 

 

暫くすると、第 8 評議会の創造主は第 15

評議会の創造主を連れて戻ってきました。 

「TAKESHI さん、恵理さん、お待たせしま

した。 

第 15 評議会の創造主様にお手伝いをして

もらう事にしました。」 

 

第 15 評議会の創造主は、このコードを調べ

ると、そのコードに光を送り取り外してくれ

ました。 

「このコードは、私達と同じレベルの創造主

がつけた物でしょう。 
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通常の創造主やスターピープルでは取り外

せない様にエネルギーで封印をしてありま

した。 

でも大丈夫です。 

これで恵理さんのもう一つの高次の存在と

つながる事ができるでしょう。」 

 

コードが取り外され、恵理さんが瞑想状態に

入ると、美しい光が彼女に降りてきました。 

そして、高次のガイドとも呼べる存在が降り

てきました。 

このガイドは、とても深い愛に満ちたガイド

で、彼女の「愛」の部分をサポートするガイ

ドです。 

 

「恵理さん、あなたとのつながりが復活して

私達は大変喜んでいます。 

あなたには、私達の深い愛が常に満たされて

いる必要があります。 

そうでなければ、あなたの繊細で清らかな資

質が発揮できないからです。 

そして、私達の愛で満たされていなければ、

あなたの素晴らしい光が傷つけられてしま

うからです。」 

 

確かに、今までの恵理さんは、この愛の光を

導くガイド達と切り離されていたために、低

次元の霊や黄泉の世界の存在、そしてダーク

ピープルとの間に繋がりが出来てしまい、い

つも傷つけられていたのです。 

彼女を守護する働きのガイド達が彼女の守

護が出来ない様に、このコードはしていたの

です。 

 

そしてしばらくすると、とても高次の創造主

が現れてきました。 

その創造主を見て、第 15 評議会の創造主も

驚いています。 
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「「愛ですべてを統合する創造主」様、あな

たのスピリットの一部が恵理さんに降ろさ

れていたとは存じませんでした。」 

「愛ですべてを統合する創造主」と呼ばれた

創造主もにっこりと笑い語ります。 

 

「ようやく、私と恵理さんが繋がる事ができ

て、私もうれしく思います。 

私達は、恵理さんを通して、皆さんの宇宙に

大きな愛のエネルギーを送ろうとしていた

のですが、そのつながりを断たれてしまい、

私達の目的を果たす事ができませんでした。 

もし、私と恵理さんのつながりが断ち切られ

なかったら、恵理さんにこれほど苦しい思い

をさせる事はなかったのですが、それが残念

で仕方がありません。」 

 

私は第 15 評議会の創造主に、この創造主は

どのような立場の創造主であるか尋ねまし

た。 

「TAKESHI さんは、まだお会いした事が無

いのでご存じないのは仕方がないのですが、

「愛で統合された宇宙」の最高次元の創造主

様で、「愛で統合された宇宙」をお作りにな

られた創造主のお１人です。」 

 

私も恵理さんもその様な高次の創造主が、恵

理さんのスピリットにつながっていたとは

驚きです。 

恵理さんも自分とこのような素晴らしい創

造主が繋がっている事に喜びを隠せません。 

 

「恵理さん、あなたは、私のスピリットの 1

部をもってこの地上に降り立ちました。 

皆さんの宇宙の創造主と「愛で統合された宇

宙」の創造主の 2 つの力をこの地球で体現

する為に地球に降り立ったのです。 
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それは皆さんの宇宙を愛に導くと共に、これ

からいくつもの宇宙の危機を救う太陽種族

を生みだすという大切な役目があるからな

のです。 

これからは、私達も出来る限り、あなたの事

をサポートしますので、しっかりと働いてく

ださい。」 

恵理さんもうなずいています。 

私もこれで恵理さんの咳が止まり、体調が良

くなるだろうと安心しました。 

 

 

 

PART2 虚無の世界に閉じ込められた創

造主 

 

「愛で統合された宇宙」の創造主が、恵理さ

んと再びつながった事で、恵理さんの体は、

今までつけられていたコードやそこから流

れ込んできていたエネルギーの処理を盛ん

に行っているようです。 

彼女の体調はすぐに変わる事はありません

でしたが、私達の中に大きな希望が芽生えて

きました。 

 

私達は、新たなセミナーを行う事になってい

ましたので、その為の準備を行なっていた時、

もう一つのコードが彼女の奥深い場所から

浮かび上がってきました。 

前回の恵理さんと高次の創造主の絆を立ち

きるコードよりもさらに深く、そして大きな

闇のエネルギーを含んだコードです。 

 

私達は、第 8 評議会と前回のコードを処理

してくれた第 15 評議会の創造主に来ても

らい、このコードを外してもらうようにお願

いしました。 
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第 15 評議会の創造主は、コードの取り外し

にかかってくれたのですが、今度はなかなか

外せないようです。 

 

「第 15 評議会の創造主よ、あなたがこれほ

どてこずるとは一体どのようなコードなの

ですか。」と私は尋ねました。 

 

「恵理さん、本当にすみません。 

このコードは、とてつもなく複雑で、解決の

糸口も見つかりません。 

私よりも相当能力が高い創造主がつけたコ

ードであるのは間違いないようですが、一体

誰が、このコードを付けたのでしょうか。」 

 

その様子を見て、第 18 評議会の創造主が姿

を現してくれました。 

第 18 評議会の創造主は、いくつもの異なる

宇宙の全ての創造主を指導する立場にある

創造主ですので、私達の前に直接現われてく

ださった事は、まだ 1、2 度しかありません。 

 

「第 18 評議会の創造主様、あなたが直接現

われてくださるという事は、このコードはそ

れだけ高い地位にあった創造主様がお付け

になられてという事でしょうか。 

私は今まで、このようなものを見た事はあり

ませんでした。」と第 15 評議会の創造主が

言いました。 

 

第 18 評議会の創造主は、それは仕方がない、

というような顔をしています。 

「このコードは、皆さんの手におえるような

物ではありません。 

私が、恵理さんから直接外しましょう。しか

し、その前に大切な事を行なわなくてはいけ

ないので、もうしばらく我慢してください。」 
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恵理さんの体から浮かび上がってきたコー

ドを使って 18 評議会の創造主は何をしよ

うとしているのか、私達も不思議に思いまし

た。 

 

「第 18 評議会の創造主よ、あなたが直接こ

のコードを取りはずしてくださる事に深く

感謝いたします。 

しかし、あなたほどの創造主でなければ外せ

ないというこのコードは、一体どのようなコ

ードなのですか。 

私達に教えてもらえませんか。」 

 

「そうですね、このコードはあなた方にも深

い関係があるコードですので、秘密にしてお

く事も出来ないでしょう。 

このコードの秘密をお話ししましょう。」 

私達だけでなく、第 15 評議会と第 8 評議

会の創造主も、このコードの秘密を知りたい

ようです。 

 

「このコードは、遥か昔、まだ私自身も若い

創造主だった頃に起こった創造主大戦争の

時につけられたコードです。 

今で言うならば、第 18、19 評議会レベル

の創造主達による大きな争いが起きてしま

ったのです。 

その原因は、1 人の創造主が、闇が多く含ま

れた宇宙をいくつも創造したのですが、自分

自身も大きな闇に魅了されて、他の創造主と

全宇宙の支配権を争って大きな争いを起こ

してしまいました。 

 

闇に魅了された創造主は、闇の力を使い、他

の創造主達の意識を操作して、その戦いに勝

利しました。 
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そして争いに敗れた 4 人の創造主達に、自

分に対して服従する為のコードを付けてし

まったのです。 

彼は、その 4 人の創造主によって生み出さ

れた創造主すべてに同じようなコードを付

けて自分と自分が作り出した闇の創造主に

逆らう事ができないようにしたのです。 

 

そして、自分と争った 4 人の創造主を、誰

も知らない場所に隠してしまいました。 

やがて争いに勝利した創造主は、自ら作り上

げた闇に飲まれて、闇の中に消えていきまし

た。 

 

私達はそれ以来、この創造主との争いに負け

て隠されてしまった創造主を探し出そうと

しましたが、未だ見つける事ができません。 

それで、恵理さんの体から、このコードが浮

かび上がってくる時を待ち、このコードを手

掛かりにして隠された創造主を探し出そう

と思っているのです。」 

 

「創造主の世界で、その様な事が起きていた

とは、私達も全く知りませんでした。 

どうぞ、私達のコードを利用して、隠された

創造主達を探し出してください。」 

恵理さんは第 18 評議会の創造主に向かっ

て答えました。 

 

私達は、第 15 評議会の創造主に、この時に

起こった「創造主戦争」について知っている

か尋ねました。 

「いえ、このような事が起きたとは聞いてお

りますが、私も詳しい事はよく分かりませ

ん。」 

 

第 15 評議会の創造主が知らないという事

は、かなり古い時代に起きた事のようです。 
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ただ、この戦争がもとで、闇が多い宇宙がこ

れほどに増え、闇の力をまとった創造主達が、

それらの宇宙に君臨するようになった事は

間違いないようです。 

 

私達はしばらくして、第 18 評議会の創造主

に行方不明になった創造主が見つかったか

どうか聞いてみました。 

「今、創造主達も総出で探しています。 

ようやく 4 人うち 1 人の創造主は見つかり

ました。 

それは、恵理さんのスピリットにつけられて

いるコードに直接つながっていましたので、

間違いなく恵理さんのスピリットのもとと

なった創造主です。」 

恵理さんもその返事を聞いてうれしそうで

す。 

 

「その創造主はどのような役目の創造主で

すか。」と私は尋ねました。 

第 18 評議会の創造主は、私達の好奇心をじ

らすように時間をおいて答えます。 

 

「その創造主は、愛によってすべてを生みだ

す創造主です。 

「宇宙の愛の源」とも深く関わり、愛によっ

てすべての光と存在を統合していく働きを

持っています。 

今、皆さんが関わっている「愛で統合された

宇宙」も、もともとはこの創造主によって作

られた宇宙です。 

そして、先日恵理さんのもとに「愛で統合す

る創造主」が現われてくださりましたが、そ

の創造主の親でもあります。」 

 

私達は全ての流れが一つにつながっていく

事を感じます。 
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「その創造主は、だいぶ傷ついているのでは

ないですか、大丈夫ですか。」 

恵理さんが心配して尋ねます。 

 

「もちろん、とても弱っています。 

なにしろ、この創造主が自らの力を封印され

て、孤独な虚無の世界に閉じ込められてあま

りにも長い時間が過ぎ去りました。 

本来ならば、このレベルの創造主であれば、

時間も空間もすべて自由に操作できるので

すが、創造主としての能力を封印されてしま

ったために、この虚無の空間から抜け出す事

ができずに、孤独に耐えて存在し続けてきた

のです。 

 

でも心配はいりません。 

闇の創造主からつけられたコードさえ外し

てしまえば、すぐに元の状態に戻ります。 

この 4 人の創造主を生みだした第 20 評議

会の創造主様が、直接コードを取りはずして

くださり、光を与えてくれていますので、す

ぐに皆さんの前にも表れてくださると思い

ます。」 

恵理さんはとても安心したようです。 

 

 

 

PART3 「光と闇のバランスをとる創造主」

の復活 

 

創造主達は、恵理さんのスピリット体につけ

られたコードをもとに創造主の探索を引き

続き行っているようです。 

翌日の朝、私達は再び、第 18 評議会の創造

主に、様子を尋ねてみました。 

「創造主よ、新たに創造主は見つかりました

か。」 
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「TAKESHI さん、恵理さん、なんとかあと

2 人の創造主は見つけだす事ができました

が、どうしてもあと 1 人見つからないので

す。 

何か手がかりが有ればよいのですが。」と創

造主は答えます。 

 

「手がかり・・・」 

そういえば、私は、昨夜はいつもより早く寝

て、何か夢をみていた事を思いだしました。 

このような時は、現実世界での私の意識はス

イッチを切られ、創造主としてのスピリット

が活躍し始めます。 

私の現実世界とスピリット界にまたがる意

識を利用して、きっと隠された創造主をさが

していたのでしょう。 

 

私が目を閉じると、ぼっーとした空間の中に

何かが見えます。 

私の意識がどこかの世界に入り込み、創造主

を見つけたようです。 

私は、第 18 評議会の創造主に向かって言い

ました 

「どうか、私の意識が向かっている場所を調

べてください。 

そこに創造主がいるかもしれません。」 

 

すぐに数名の創造主達がその場所に向かい

ました。 

「TAKESHI さん、あなたの意識が探し出し

た場所に最後の 1 人の創造主が捕らわれて

いました。 

彼も他の創造主と同じように、「闇に飲み込

まれた創造主」から封印のコードを付けられ

て身動きができずにいたようです。 

でももう大丈夫です。 
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第 20 評議会の創造主が、コードを外して封

印を解いてくれましたので、すぐに元通りに

なると思います。」 

 

「それは良かったです。 

でも皆さんがいくら探し回っても見つから

なかったのに、どうして、私に見つける事が

できたのでしょう。」 

 

「それは、あなた自身が、この創造主のスピ

リットの一部を持っているからです。」と第

18評議会の創造主があたりまえのように言

いました。 

「という事は、私の中にも恵理さんと同じ

「闇に飲み込まれた創造主」の封印のコード

があるのでしょうか。」 

 

第 18 評議会の創造主が、私の中を覗き込む

ようにしていいます。 

「もちろんです、恵理さんと同じ様に「光と

闇のバランスをとる創造主」に繋がるコード

が TAKESHI さんの中に封印されています

のですぐに外します。」 

 

第 18 評議会の創造主は、彼の光で私を包み

「闇に飲み込まれた創造主」によってつけら

れたコードを取りはずしています。 

「第 18 評議会の創造主よ、今あなたは「光

と闇のバランスをとる創造主」と言いました

が、それが最後に助け出された創造主の名前

ですか。」 

 

「そうです。 

第 20 評議会の創造主が作った創造主の中

でもリーダー的な存在で、創造主同士の調和

を保ち、創造された宇宙をしっかりと見守っ

てくれる創造主です。 
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この創造主によって作られた創造主は、どの

評議会でも同じように創造主同士のバラン

スを取り、この宇宙に光と闇を適切にもたら

す事で、宇宙の進化を促進する働きを持って

います。 

TAKESHI さんと関係が深い創造主の多く

が同じような働きをしているのも当然の事

なのです。 

 

そして今回、「光と闇のバランスをとる創造

主」が復活した事で、彼によって生み出され

た創造主は全て封印が解かれ、本来の働きを

するようになるでしょう。 

そうなれば、多くの宇宙が適切な光と闇の状

態に戻っていくのです。」 

 

確かに、私と最初に深い関係を結んだ創造主

は、第 1 評議会の「光と闇の統合の創造主」

でした。 

そして創造主の各評議会のなかでも「光と闇

の統合の創造主」の系列にある創造主達と常

に活動を共にするようになっていました。 

 

私の中に有る「光と闇のバランスをとる創造

主」のスピリットの一部がこの系列の創造主

と私を深く結びつけていたのでしょう。 

私達の宇宙を今まで支配していた闇の創造

主の暴挙を見破り、光の創造主達を活性化さ

せて、光と闇のバランスをとる働きも、もと

もとはこの「光と闇のバランスをとる創造主」

の力だったようです。 

 

私と恵理は自分のスピリチュアルなボディ

の中に組込まれたコードを明らかにする事

によで、そのコードによって封印され虚無の

世界に閉じ込められていた古（いにしえ）の

創造主達を助け出す事に成功したようです。 
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第 20 評議会の創造主が、私達の前に現われ

て言葉をかけてくれました。 

「TAKESHI さん、恵理さん、あなた方の協

力に深く感謝します。 

闇の力を持った創造主達は、私が生み出した

4 人の創造主が復活する事を全力で阻止し

てきました。 

彼等が復活してしまうと、全ての宇宙は以前

のように、愛と安らぎに満ち溢れた宇宙に戻

っていくからです。 

 

しかし、彼らなしでは新たな宇宙の創造もで

きないのです。 

皆さんが、闇の創造主達による迫害をかいく

ぐり、地球のアセンションを成功させてきた

からこそ、この 4 人の創造主を見つける事

ができました。 

心からお礼を言わせていただきます。」 

 

そういうと、第 20 評議会の創造主はすっと

消えていきました。 

私はもっと創造主達に聞きたい事がたくさ

んあったのですが、残念です。 

 

第 18 評議会の創造主が、その様な私の様子

を見て言いました。 

「TAKESHI さん、大丈夫ですよ。 

第 20 評議会の創造主は、すべき事がたくさ

んあるので去っていきましたが、きっとあな

たに大切な事を全て教えてくれますよ。」 

 

 

 

PART4  創造主大戦争とアセンションの

秘密 

 

その夜、私１人で部屋にいた時、第 18 評議

会の創造主の言葉通り、第 20 評議会の創造
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主が私の前に現われ、創造主大戦争の事やア

センションの秘密などを私に残らず話して

くれました。 

第 20 評議会のメッセージを全て皆さんに

ご紹介いたしましょう。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

それではこれから皆さんにも関わる創造主

達の物語と地球のアセンションの話を致し

ましょう。 

私は、いくつもの宇宙を自ら創造し管理する

創造主を生みだした最高次元の創造主です。 

この話は、皆さんが想像も出来ない程、昔の

話です。 

 

かつて私は、いくつもの宇宙を創造するため

に５名の創造主を生みだしました。 

その頃の創造主は、宇宙を生みだすほどに高

い能力を持ってはいましたが、まだ未熟で冒

険心にあふれていました。 

彼らは、いくつもの異なるタイプの宇宙を創

造して、どの宇宙が魅力的か試していました。 

  

そして１人の創造主が、闇が多い宇宙を創造

した時、その宇宙の多様性や生みだされた生

命達の活発な行動力に、その創造主は魅了さ

れてしまいました。 

光が多い宇宙は、穏やかで安らぎに満ちた宇

宙ばかりでしたので、闇が多い世界はとても

刺激的に見えたのでしょう。 

  

闇が多い宇宙を創造した創造主はその魅力

に取り込まれ、さらに大きな闇の宇宙を創る

ために、闇を多く含んだ創造主達をたくさん

生みだしました。 
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闇が多く含まれた創造主達はとても活動的

ですが、あまりにも自己中心的で宇宙全体の

協調よりも破壊と混乱を好みました。 

彼等が創る宇宙は、闇のエネルギーによって、

周りの宇宙を巻き込みながらどんどん大き

くなりました。 

 

それまで安らかで静かだった光が多い宇宙

は、彼等に飲み込まれ、闇の多い創造主によ

って支配されるようになりました。 

その為に、星々に住む多くの生命達が傷つけ

られ、その尊い生命を奪われていったのです。 

  

多くの宇宙を創造し管理する創造主達は、こ

のままでは、光が多い宇宙が、闇の多い宇宙

によって浸食され壊滅するのではないかと

恐れ、それぞれの宇宙の間に境界線を作る事

になりました。 

 

そして、お互いの同意がない限り異なる宇宙

とは、かってに交わってはいけないという決

まりを作ったのです。 

この規則によって、闇が多い宇宙が他の宇宙

に関わる事が無くなり、光が多い宇宙が守ら

れると創造主達は考えたのです。 

  

この規則は、今でも皆さん達の宇宙のみなら

ず全ての宇宙に適用されています。 

しかしながら、闇が多い宇宙は、その規則に

従わず、自分達の欲望のままに、いくつもの

宇宙との間に、かってに扉を開き、相手の宇

宙を侵略して飲み込んでいきました。 

 

その勢いはますます大きくなり、光が多い宇

宙を運営する創造主達も、恐怖でいっぱいに

なってしまいました。 
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そのような状況の中で、闇が多い宇宙を創る

事を好んだ創造主とそうではない創造主達

に間に少しずつ反発が生まれてきました。 

 

始めは小さい反発だったのですが、闇を好む

創造主が作り出した宇宙が、創造主達が決め

た宇宙の境界を頻繁に破るようになると、光

の多い宇宙を創る事を好む創造主は、自分達

が創造した宇宙が破壊され、自分達が考えて

いる創造ができなくなりました。 

そして、闇が多い宇宙を創る事を好む創造主

と対立して争うようになったのです。 

  

やがて闇が多い宇宙を創造する事を好む創

造主は、他の創造主の意見を聞き入れず、闇

の多い宇宙を野放しにしてしまったのです。 

やがて、多くの宇宙が闇の多い宇宙に飲み込

まれていきました。 

 

そしてついに、創造主同士の大きな争いが起

きてしまったのです。 

闇が多い宇宙を創る事を好む創造主は、自ら

が作り出した闇に自らの意識を奪われ、光が

多い宇宙を創る事を好む創造主とその宇宙

の全てを支配しようとし始めたのです。 

 

闇が多い創造主は狡猾な手を使い、光の創造

主をだまして自分の味方につけようとしま

した。 

光が多い創造主も、彼に対抗し、闇が多い創

造主を光で包み込もうとしましたが、闇が多

い創造主を抑える事はできませんでした。 

創造主同士の争いは、彼等が作った多くの宇

宙にも広がっていきました。 

いくつもの闇が多い宇宙と光が多い宇宙の

間で大きな争いが起こり、創造主達同士が争

うようになったのです。 
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光が多い宇宙の創造主は、基本的に他の宇宙

の創造主と争う事を好みませんので、闇が多

い宇宙の創造主の侵略の前に多大な苦戦を

強いられ、その力を封じられていきました。 

そして、いくつもの光が多い宇宙が闇の多い

宇宙へと変わり、闇の創造主がその宇宙を支

配するようになったのです。 

  

そして、いくつもの宇宙を作り出した５人の

創造主のうち４人の光の創造主達は、闇の力

をまとい強力な創造主となってしまった創

造主によって、その力を封じ込められてしま

いました。 

しかも、闇の創造主に対して反抗できないよ

うなコードを入れられて、虚無の世界に閉じ

込められてしまったのです。 

  

暫くの間、横暴なふるまいを行なっていた

「闇にまみれた創造主」も、やがてあまりに

も大きくなった自分自身の闇に飲み込まれ

て、闇の中に消えていきました。 

しかし、彼の意思は宇宙の中に満ち溢れる闇

の中に宿り、次々と闇の力をまとった創造主

を生みだしていったのです。 

  

この 5 人の創造主を生みだした創造主であ

る私は、その争いを見て大変悲しい思いをし

ました。 

創造主達の成長のために、闇の多い宇宙を創

る事を認めたのですが、結果的に自分が生み

出した 5 人の創造主の全てを失ってしまっ

たのです。 

 

そればかりか、この創造主同士の争いに巻き

込まれた多くの宇宙が程度の差はあれ、闇が

多い宇宙となり、闇の創造主によって支配さ

れる宇宙となりました。 
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それらの宇宙では「宇宙の根源の愛」は疎ま

れ、憎しみや欲望が横行する宇宙となったの

です。 

その宇宙に生れた人々も、愛よりも憎しみや

怒りを持ち、自分の欲望のために行動する存

在となりました。 

  

もちろん、それらの宇宙の中でも、全ての創

造主が、闇が多い創造主になったわけではあ

りません。 

闇が多い創造主よりも少ない数ではありま

すが、光が多い創造主も存在していました。 

そして、それらの創造主は、いくつもの星と

生命達を守護して、愛に基づいて行動するス

ターピープル達を育てあげたのです。 

 

スターピープル達は、いくつかの星の中で叡

智を持って進化していこうとする種族がい

ると、その種族を守護し、新たなスターピー

プルとして育てようと努めましたが、物理的

な世界においては、十分な力を得る事はでき

ずに、絶えず闇の創造主達に脅かされながら

活動していたのです。 

  

私は、闇が多くなってしまった宇宙を元の光

の多い宇宙に戻していくために、アセンショ

ンという仕組みをつくりました。 

それは一つの宇宙が、光の創造主やスターピ

ープル達の力により、光を増やす事ができた

なら、さらに光が強い世界へと迎えいれ、闇

の力から遠ざけていくというやり方です。 

その為に、その宇宙に属するいくつもの星が

星単位でアセンションを行なった後に、宇宙

単位でアセンションを行なうようにしたの

です。 

  

アセンション迎えた星は、さらに進んだ文明

や意識を持つ星々やスターピープル達と交
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流を行い、さらに進化して次のアセンション

を迎えます。 

また宇宙も、ひとつのアセンションを迎える

と、その宇宙をサポートする為の宇宙と「ア

センションの扉」が開き、大きなサポートを

得られるようになるのです。 

このような方法でいくつもの宇宙が、闇が多

い宇宙から光が多い宇宙へと戻っていきま

した。 

  

しかし、皆さんがいる宇宙は、創造主の争い

の中でも大きな被害を受けた宇宙です。 

皆さんの宇宙は他の宇宙と比べても大きな

闇に包まれ、闇が多い創造主達によってとて

も強い抑圧と支配をうけました。 

 

光の創造主と多くのスターピープル達が、皆

さんの宇宙をアセンションさせようと、今ま

で何度も試みましたが、その多くは失敗に終

わりました。 

しかし、その失敗から創造主達も多くの事を

学び、TAKESHI さんと恵理さんをこの地球

に生みだしたのです。 

  

皆さんは、今迄とは異なり、5 人の創造主を

生み出した創造主である私のスピリットの

一部を持ってこの地上に降り立ちましたの

で、皆さんのスピリットは、光の創造主達は

もちろん闇の創造主の本質を暴き出す力を

もっていました。 

 

勿論、その事を見抜いていた闇の創造主は、

あなた方が目覚める事なく人生を終わるよ

うに様々な妨害を行いました。 

しかし大天使やスターピープルの必死の努

力によってあなた方は守られ出会う事がで

きたのです。 
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あなた方が出会う事により、地球のアセンシ

ョンの活動は本格的に始まりました。 

あなた方２人をゲートとしてスターピープ

ルや光の創造主達が今まで以上に、この地球

でアセンションのために活躍できるように

なったからです。 

 

光の創造主達も、今まで闇の創造主によって

その力を抑えられていましたが、皆さんに勇

気づけられる事で、ようやく力を合わせて、

光の宇宙を取り戻す活動を始めたのです。 

  

しかし、光の創造主と思われていた創造主の

多くが、いまだ闇を多く含む創造主でしたの

で、皆さんが、創造主の世界を上がっていく

につれ、強力な闇の力をまとった創造主達に、

その行く手を何度も阻まれました。 

 

一度ならず、皆さんが生命の危機を迎えた時

は、私も、地球のアセンションは失敗するか

と思いましたが、皆さん達の力強い勇気に支

えられて、地球のアセンションはほぼ成功を

収める事ができました。 

  

地球と皆さんの宇宙がアセンションを成功

させたならば、今はまだ闇の中に有る多くの

宇宙達にとっては大きな希望の道を開く事

になります。 

皆さんの宇宙がアセンションに成功した方

法をそれぞれの宇宙が模倣すればよいから

です。 

 

多くの「闇が深い宇宙」が、皆さんの宇宙を

一挙に襲い、皆さんの宇宙のアセンションを

妨げようとしたのは、「闇が深い宇宙」が「光

が多い宇宙」へと変わっていく見本となる事

を絶対に阻止したかったからです。 
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しかし、その事ももうすぐ終わります。 

皆さんは、闇が多い宇宙を切り離す事で、皆

さんの宇宙の全てではありませんが、確実に

光の宇宙へと戻る事ができたのです。 

  

そして私達は次のステップへと入りました。 

それは、はるか昔に起こった創造主争いのた

めに力を封じられ虚無の世界へと閉じ込め

られた創造主達の救出です。 

彼等は、私のとても重要な一部達です。 

私の光を分けた大切な創造主であり、創造の

原理ともなる者達です。 

 

彼等が、私のもとに戻ってくる事で、新たな

宇宙の創造が始まるのです。 

あの創造主戦争の前のように、純粋な愛の光

をまとった創造主達による宇宙の創造を始

めなくてはいけません。 

  

そのためには、彼らの居場所を見つけなくて

はならないのですが、私が今いる場所からで

は見つけだす事ができませんでした。 

その為に、いなくなった 4 人の創造主のエ

ネルギーを引く創造主のスピリットを地上

におろし、物理世界から探し出す方法をとっ

たのです。 

彼ら 4 人の流れを引く創造主達には、「闇

とひとつになった創造主」によって特殊なコ

ードがつけられていました。 

  

そのコードは、光の創造主やその創造主のス

ピリットを受け継ぐ人間達を抑圧し、闇の力

の標的とさせていたのです。 

しかし、そのコードは、闇が多い世界では決

して発見される事はありません。 

闇の世界の抑圧に耐え抜き、光が多い世界へ

と入った時に初めて、コードの存在が明らか

になるのです。 
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このコードが見つかれば、このコードを付け

られた本体の創造主も見つける事ができる

ので、私はその時期をずっと待っていました。 

  

そしてようやく、地球がアセンションを行な

って、闇が多い世界が分離され、皆さんが光

の世界に入った時に、このコードの存在が明

らかになりました。 

私は、このコードを使って、皆さんのスピリ

ットの本体でもある創造主を見つけだす事

ができたのです。 

  

その一人は恵理さんのスピリットの元とな

る「愛で統合する創造主」、TAKESHI さん

のスピリットの元となる「光と闇のバランス

を保つ創造主」、そして美輝さんのスピリッ

トの元となる「パワーの創造主」そしてこれ

から生まれる子供のスピリットの元となる

「守護の創造主」なのです。 

  

創造主大戦争に敗れて封印された創造主が、

皆さんの宇宙だけでなく多くの宇宙を管理

する場所に戻り、光の創造主を導く事で、多

くの宇宙に満ちあふれている闇の力は弱ま

り、今はまだ「闇が多い宇宙」もこれから続々

と「光の多い宇宙」へと変わっていく事でし

ょう。 

それが、全ての宇宙の中で起きてきます。 

そしてすべての宇宙が本来あるべき姿に戻

っていくのです。 
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PART1 超古代スターピープルの救出 

 

今回助け出された創造主達の親である第20

評議会の創造主からのやたら長いメッセー

ジ（失礼！）を受け取る事で、私達は今回の

アセンションのさらに深い意味を知る事が

できました。 

 

前回の太陽種族の誕生だけでも、アセンショ

ンの奥深さに驚きを隠せなかったのですが、

今回の超古代の創造主の復活と創造主戦争

の話になると、もう驚きを通り越して頭の中

がショートしそうになります。 

しかし、私達の身の回りではさらに次の展開

が始まりました。 

 

「大天使の浄化と統合のセミナー」の開催に

むけて、鹿児島の友人達を相手に予行練習を

行う事になっていた１月 15 日の前日、恵理

さんの体の各所が痛み始めました。 

意識もボーっとして、様々な世界の光景を見

せられています。 

 

このような時は、ダークピープル達からのサ

イキックアタックを受けているか、創造主達

が私達の肉体の意識を使用して仕事をして

いる可能性があります。 

 

私達は、スターピープルにお願いして、何が

起きているか調べてもらいました。 

「TAKESHI さん、これは私達スターピープ

ルが行っている事ではなく、皆さんのスピリ

第 4 章 超古代スターピープ

ルの救出 
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ットにつながっている創造主が行っている

事のようです。」とロッド星人が行ってきま

した。 

 

前日復活した超古代の 4 人の創造主達が、

何か仕事を始めたのかもしれません。 

私は、第 8 評議会の創造主を呼び出して、

何が起きているか尋ねました。 

 

「TAKESHI さん、実は復活した 4 人の創

造主から、自分達と共に活躍していたスター

ピープル達を探して欲しいと依頼がありま

した。 

彼らの直属のスターピープル達も、あの 4

人の創造主が封印された後に、闇の創造主達

につかまってどこかに隠されたようなので

す。 

4 人の創造主達が仕事をするためには、彼ら

が必要なためにどうしても探し出したいよ

うです。」 

 

恵理さんが、様々な世界の光景を見せられて

いるのは、きっと恵理さんや私の物理世界の

意識を使ってスターピープル達を探してい

るからなのでしょう。 

「創造主が探しているスターピープルとは

どのようなスターピープルなのですか。」 

と私は尋ねました。 

 

「私達も、全く知らないスターピープルなの

ですが、超古代の創造主の話によると、物理

世界で彼らの手足となって、宇宙創造を行う

ためのスターピープルで、9 種族ほどいると

いう事でした。」 

 

「その 9 種族がどこに隠されているか、見

当はついているのですか。」 
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「いくつかの種族については、地球の物理次

元に隠された扉から、別の世界に連れ去られ

たという情報があるのですが、その扉の位置

がまだ特定できないのです。」 

 

「わかりました。 

それでは、私達も協力して一緒に探しましょ

う。」 

私と恵理も瞑想に入り、自分の意識を、この

地球上に拡散しました。 

 

私の心の中に、砂漠の映像が映ります。 

そして砂漠の上にまるで陽炎のようなゆら

ゆらとした光の屈折が見えます。 

きっとこれが、扉に違いありません。 

「スターピープル達、あの揺らめいた光の中

に入ってください。」 

フレッドやロッド星人、ビル達が瞬時に飛び

込んでいきます。 

 

光の屈折のように見えた扉を潜り抜けてい

くと、真っ暗な闇の世界が広がっています。 

そしてその奥に、光を失って閉じ込められて

いるスターピープル達のスピリットがたく

さんいます。 

 

そのスピリットからは、希望を失わない強い

信念と清らかなエネルギーが感じられます。 

彼らこそが、古代創造主のもとで働いていた

スターピープルである事は間違いないよう

です。 

 

そこに、超古代創造主の光がさっーと差し込

むと、闇の中に閉じ込められていたスターピ

ープル達の光が一瞬にして輝き始めました。 

閉じ込められていたスターピープル達の間

に喜びのエネルギーが広がります。 
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スターピープル達の意識がどんどん目覚め

始めています。 

そして、彼らの封印は解かれて自由になった

ようです。 

 

「TAKESHI さん、ありがとう、彼らは土の

エレメントを司るスターピープル達です。 

それでは次のスターピープル達を探しに行

きましょう。 

TAKESHI さん、恵理さん、どうかよろしく

お願いします。」と創造主の声がしました。 

 

私は自分の意識を広げていきます。 

するとまるでジャングルのような場所には

いっていきます。 

うっそうとした木々が生い茂り、暑苦しい風

が吹いています。 

まわりからは鳥や野生の動物達の鳴き声が

こだましています。 

 

私達はさらに意識を集中すると、木々の間を

風が通り抜けている場所に、先ほどと同じよ

うな空間の歪みが見えてきました。 

「空間の歪みが見えてきました。 

そこに入ってください。」 

すぐにロッド星人やフレッド達が空間の歪

みの中に入っていきます。 

 

やはりそこにも捕らわれた超古代スターピ

ープル達が閉じ込められています。 

彼らは意識ももうろうとしてまるで夢を見

ているようです。 

超古代創造主の光が、捕らわれていた空間に

差し込むと、ここにとらわれていた超古代ス

ターピープル達は目を覚ましました。 

彼らは、木のエレメントを持つスターピープ

ルのようです。 
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そして彼らが閉じ込められていた空間の近

くには、もう一つの空間の歪みがありました。 

そこは、さらに奥深い迷路のような闇に覆い

隠された道が続いています。 

 

中に進むごとに、私達に押し寄せてくる恐怖

や怒りのエネルギーが私達の行く手を阻も

うとします。 

これは、先ほどまでのスターピープル達が閉

じこめられていた場所とはかなり異なりま

す。 

今でも、闇の創造主の力がみなぎっている様

な不気味な場所です。 

 

「愛で統一された宇宙」のスターピープルで

あるビル達が、大きな愛の光を満たし、私達

の行く道を照らしてくれます。 

そしてその迷路の一番奥まった所に、閉じ込

められたスターピープル達がいました。 

 

彼らは、超古代の４大創造主の一人である

「力の創造主」によって生み出された創造主

直属のスターピープルのようです。 

すぐに超古代創造主がやってきて彼らを救

出します。 

そしてこの迷路のような空間を光に返して

いきました。 

 

同じようにして、私達は砂漠の上を吹き抜け

る風のよどみの中に隠された風のエレメン

トを持つ超古代スターピープルや海の奥深

くにある海溝の中に閉じ込められた水のエ

レメントを持つ超古代スターピープルも助

け出しました。 

そして、火山の火口の中に隠された空間の歪

みの中からは、火のエレメントを持つ超古代

スターピープル達も助け出す事が出来まし

た。 
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超古代創造主の直属のスターピープルは、５

大エレメントのスターピープルに比べると

さらに、見つけるのが困難な場所に隠されて

いるようです。 

彼等を隠している扉がこの地球上には見つ

からないので、私達は、地球以外の場所も調

べる事にしました。 

 

創造主やスターピープル達も協力して、太陽

系の他の惑星をしらべると、月や木星、火星

の誰も近づかないような場所に、超古代創造

主直属のスターピープル達は隠されていた

のです。 

 

彼等は、全ての創造主達が活動を行う世界か

ら隔離されているだけでなく、通常流れてい

る時間とは異なる時間の中におかれていた

ために、今まで誰も見つけだす事ができずに

いたのです。 

しかし、私達は超古代創造主や優秀なスター

ピープル達と共に、彼らを見つけだす事がで

きたのです。 

 

新しく見つけだしたスターピープルは、「光

と闇から宇宙を創造するスターピープル」、

「宇宙と生命を守護し育てるスターピープ

ル」、「生命やスピリットを生みだし愛で満

たすスターピープル」の３種族でした。 

そして地球で見つけた「パワーと生命力の源

となるスターピープル」の 4 種族です。 

 

彼等同士はまるで兄弟のように仲が良く、長

い時を経た後の再会を非常に喜んでいまし

た。 

彼等は、疲労しているとはいえスピリット体

ですので、創造主の光を受けるとすぐに元気

になります。 
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地球と私達の宇宙のアセンション進行状況

を聞くとすぐにでも仕事にかかるようです。 

私達は、彼等の能力や資質についてはまだよ

く知りませんが、彼らがサポートしてくれる

事で、地球のアセンションが今まで以上に、

進む事は間違いないでしょう。 

 

 

 

PART2 超古代スターピープルの秘密 

 

私達は、今回救出した超古代スターピープル

について詳しい情報を教えてもらうために、

第 20 評議会の創造主に話を聞く事にしま

した。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

今回皆さんによって救出していただいた超

古代スターピープルについてお話ししたい

と思います。 

彼等は、およそ天の川銀河が生まれる前から

生存していました。 

 

私達創造主や高次のスターピープル達には、

皆さんと同じような時間の概念は存在しま

せんのでご理解していただけるのが難しい

のですが、創造主や高次のスターピープル達

が新たな宇宙を創った時に、その宇宙の時間

が始まります。 

私達は皆さんが知る時間の外側に存在して

いますので、私達の年齢などを、皆さんの時

間で計る事は不可能なのです。 

  

超古代スターピープル達も、創造主と同じよ

うに皆さんの時間の外側に存在しています

が、彼らは彼等が生み出された時から、彼ら

の中の特別な時間と共に生きています。 
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それは、はるかな古代から続いている時間で

ある事は確かです。 

  

彼らの仕事は、創造主と共に宇宙や生命を創

造する事です。 

彼等を作った超古代創造主は、もうすでには

るかな高次のスピリチュアルの世界に存在

していますので、物理世界の中で活動できる

わけではありません。 

 

超古代創造主は多くの創造主を生みだし、高

次のスピリチュアルの世界と物理世界を創

造していきます。 

超古代創造主が生み出した創造主が、さらに

創造主を生みだし、その創造主が更に新たな

創造主を生みだして、宇宙の構造を作り出し

ていきます。 

 

新しく生みだされた創造主ほど、物理世界に

近い波動を持ち、物理世界に大きな影響を及

ぼす事ができるのです。 

  

スターピープル達もそうです。 

それぞれの創造主が自分の活動をサポート

してくれるためのスターピープルを生みだ

し、自分が行ないたい事をスターピープルに

行ってもらいます。 

スターピープルは、自分を生みだしてくれた

創造主の意識とつながっていますので、常に

創造主とつながり創造主の指示によって仕

事をします。 

  

時として、他の創造主の意思と自分を作った

創造主の意思が異なり、相反する活動が行な

われる時には、スターピープルを作った創造

主のさらに上位の創造主が調整を行います。 
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スターピープル達は、創造主の意思と共に働

きますが、自らの意思も持っています。 

それは１人１人の個人的な意思というより

も、種族としての共同の意思の中で生きてい

ます。 

 

彼等は、多くの仕事を通して学びを得る事で

精神的に進化していきます。 

そして、その進化が積み重なって大きな進化

を遂げます。 

これを「種族のアセンション」と呼びます。 

創造主も同じようにアセンションして上の

世界に行く時がありますが、その時はスター

ピープル達も共にアセンションする事が良

くあります。 

  

ただし、闇が多く含まれた創造主によって作

られたスターピープル達や物理世界で様々

な誘惑に捕らわれたスターピープル達は、ス

ターピープルとしての資質を失ってしまい

アセンションできずに同じ世界にとどまる

事も良くあります。 

  

TAKESHI さん達が今回助け出したスター

ピープルは、超古代創造主が、未だそれほど

高い位置につく前に生み出されたスターピ

ープルです。 

彼等も、生まれて間もない頃はそれほど大き

な仕事ができる訳ではなく、いくつもの星々

の物理世界に降り立ち、生命達を指導する仕

事をしていたのです。 

 

そして、超古代創造主よりもはるかに古い創

造主達がいなくなるにつれて、超古代創造主

とスターピープルもアセンションを繰り返

し、上の段階へと進んでいきました。 

今回助け出されたスターピープル達も、アセ

ンションするたびに能力を高め、物理世界で
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もスピリチュアルな世界でも、重要な役目を

担うようになりました。 

 

超古代創造主を生みだした創造主である私

が、いくつもの宇宙の最も高い位置につくと、

４人の超古代創造主と闇の中に消滅した創

造主を含めた 5 人の創造主達が、宇宙を創

造する最高責任者となりました。 

彼等は、1 人 1 人が独立して自分が望む宇

宙を創り始めたのです。 

 

超古代創造主は力を合わせて、５つのスター

ピープルの種族を生みだしました。 

それはエレメントの種族と呼ばれ、木、火、

土、風、水のエネルギーを受け持つスターピ

ープル達です。 

彼等は、5 人の創造主が自分達の宇宙を創る

ときにお互いが協力して、宇宙の創造の為に

働きます。 

 

彼等の特質は、それぞれのエネルギーをお互

いが配分し合って様々なエネルギーを生み

出す事にあります。 

彼等は、星々や生命を生みだす基本となるエ

ネルギーをいくつも作り出し、様々な原子や

分子をそのエネルギーから生み出します。 

そしてその原子などを自在に組みあわせて、

植物や動物、あるいは鉱物や水、酸素などを

作り出します。 

そして、宇宙に存在するすべての物を生みだ

していくのです。 

  

それに対して他の 4 種族は、4 人の創造主

達が独自に生みだしたものです。 

それぞれの創造主の性質や働き、意思を宇宙

創造の時だけでなく宇宙を運営する時も自

由に発揮できるように生みだされたスター

ピープル達です。 
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彼等は、創造主と共に成長してきましたので、

皆さんが生きている物理世界から高次の創

造主達の世界にまで自由に入り活動する事

ができます。 

彼等は、自分の波動を自由に変える事ができ

ますので、どのような世界にも入る事ができ

ます。 

  

それぞれの創造主から生み出されたスター

ピープルの種族は下記の通りです。 

〇光と闇から宇宙を創造するスターピープ

ル 

〇パワーと生命力の源となるスターピープ

ル 

〇宇宙と生命を守護し育てるスターピープ

ル 

〇生命やスピリットを生みだし愛で満たす

スターピープル 

  

もう 1 人の闇に溶け込んだ創造主は、主に

時間を管理する創造主で「始まりと終わりの

創造主」と呼ばれていました。 

彼が生み出したスターピープルは、「時間を

運営するスターピープル」と呼ばれていまし

た。 

 

創造主大戦争の時は、彼等によって時間が操

作され、他の 4 人の創造主の力が奪われて

しまいました。 

そして、時間を管理する創造主が、闇を多く

含んだ宇宙を作り始めた事で、いくつもの宇

宙全体に大きな時間の混乱が生まれたので

す。 

 

闇に飲み込まれた創造主によって作り出さ

れたスターピープル達も、創造主と共に闇に

飲み込まれました。 
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それ以来、スターピープル達は、闇の力によ

って様々な誘惑を受け、その誘惑に貶められ

たスターピープル達は、いつしかダークピー

プルへと姿を変え、闇が多い宇宙で大活躍す

るようになったのです。 

 

今回皆さんに救いだされたスターピープル

達も、彼等が作り出した時間のはざまに閉じ

込められ、時間を止められてしまったために、

そこから逃れる事ができなくなってしまっ

たのです。 

  

今回超古代創造主によって生み出されたス

ターピープル達が救い出されましたので、今

迄と同じような働きを再びする事ができま

す。 

彼等が活躍する事で、創造主大戦争の影響で

闇が多い宇宙になってしまった宇宙も光が

多い宇宙へと戻してあげる事ができますし、

闇を多く含んだ創造主も光が多い創造主へ

と変容させる事ができます。 

もちろん、皆さんの天の川銀河も、これから

大きく変わる事ができるでしょう。 

 

 

 

PART3 アトランティスの闇に沈められ

たスターピープル 

 

超古代スターピープルは救出されると創造

主達の光を受け取り、とても元気になったよ

うです。 

彼等はとても能力が高く、私達の宇宙のスタ

ーピープル達ではできない事も行ってくれ

ました。 

超古代創造主達は、これから私達の宇宙だけ

でなく、いくつもの宇宙を光が多い宇宙に変

えていく働きを行なうようですが、その為に
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もこの超古代スターピープル達は無くては

ならない存在なのです。 

 

「大天使による統合と浄化のセミナー」が始

まるとともに超古代スターピープルと私達

の共同作業も始まりました。 

この日は、セミナーの参加者である K さん

のブロックを解除するために、そのブロック

の根本原因を探していると、アトランティス

文明の時代にまでさかのぼりました。 

 

いつもは気弱でおとなしいタイプの K さん

ですが、この時の過去世は、今の K さんか

らは想像もできないような人生を送ってい

ました。 

それは、アトランティスの猛々しい戦士とし

て他の文明の人達を殺していっている姿で

した。 

 

古代文明であるアトランティスは、初期の頃

は海の中にあってほとんどの人がマーメイ

ドやマーピープルとして平和に生きていま

した。 

それが、荒ぶる神々の操作によって海から地

上に上がり、地上に住む人々との間に子供を

作って、地上で新たなアトランティス文明を

築く事になったのです。 

 

しかし、地上に築き上げられたアトランティ

ス文明は、海底にあった頃のアトランティス

文明とは全く異なる暴力的で支配的な文明

でした。 

彼等は、自分達の仲間であったマーメイドや

マーピープル達を捕えて奴隷のように扱い、

その多くを酷使して殺してしまいました。 

 

その後アトランティス文明の人々は戦力を

高め、平和で叡智に満ちたレムリアやムー、
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アバロンなどの文明に対しても侵略的な行

動を起こし、多くの文明とそこに生きる人々

を滅ぼしてしまったのです。 

 

創造主達の予定では、地球はアトランティス

文明やレムリア文明、ムー文明などの精神性

の高い文明の進化によってアセンションを

行う予定だったのですが、アトランティス文

明が破壊的な文明に変わった事でアセンシ

ョンは失敗してしまいました。 

 

しかし、なぜアトランティス文明が、暴力的

で支配的な文明に変わってしまったのか、歴

史の中では明らかにされていませんが、私達

は古代文明にかかわる多くの人々の過去世

を調べたり、タイムトラベルをしてその時代

の崩壊を体験する事でその理由を知る事が

できました。 

 

その理由とは、支配欲に満ちたダークピープ

ルと闇の創造主による大掛かりな意識操作

がアトランティスの人々に行われたのです。 

地球のアセンションを妨げようとする闇の

創造主の企みによって、アトランティスの

人々は意識操作を受け、他の文明にたいして

侵略を行ないました。 

 

そして、アトランティスの争いに巻き込まれ

た他の文明の人達も同じように意識操作を

受け、地球規模の争いが起こり、最後は各文

明の崩壊や地盤沈下で終わってしまったの

です。 

 

私達は、「宇宙の光」の活動の中で、何度も

この時代に戻り、レムリアやムーなどの古代

文明のマスターや神官達を救い出しました

が、アトランティスの人々に対しては、まだ

十分な救済が出来ずにいました。 
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K さんの過去世を詳細に調べていくと、K さ

んのアトランティス時代の過去世の人が

猛々しい戦士に変わるタイミングが見つか

りました。 

 

それまでは、さほど暴力的ではない人生を送

っていたのですが、３人のアルクツールス星

のダークピープル（魔道士）によって K さ

んが意識操作を受け、正しい判断力を失い、

人々を殺す事に喜びを見出すような戦士に

変えられていったのです。 

 

もちろん、その時に意識操作を受けたのは K

さんだけでなくほかにもたくさんのアトラ

ンティス人が、この３人の魔道士によって意

識操作を受け、獰猛な戦士として他の文明を

侵略する部隊を率いていったのです。 

 

然し、その行動があまりにも残酷で無慈悲だ

ったために、神々の怒りをかい、彼らの魂と

能力は封印され、自由を奪われてしまいまし

た。 

それが現世の K さんにも影響が残ってしま

ったのです。 

 

私達は時をさかのぼって、この頃のアトラン

ティスに降り立ち、３人のアルクツールス星

のダークピープルを捕まえ、この当時にかけ

られていた意識操作を解除しましたが、もう

すでに起きてしまった事はもとに戻す事は

できません。 

 

しかし、ここで超古代スターピープルが動き

始めました。 

この３人のアルクツールスのダークピープ

ル達が持つゲートから中に入り、そこに閉じ

込められていたスターピープル達のスピリ

ットを救出し始めたようです。 
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私は、超古代スターピープルに何をしている

のか尋ねました。 

 

「TAKESHI さん、この時代には、とても多

くのスターピープル達がこの地球に降り立

ち、地球のアセンションのサポートを行って

いました。 

その中には、私達が封印された後に、私達の

代わりに働いてくれていたスターピープル

達も沢山いた事が分かりました。 

しかし、彼等も闇とひとつになった創造主や

ダークピープル達によってアトランティス

の深い闇の中に閉じ込められてしまったの

です。 

私達は、彼らをアトランティスの闇の中から

助け出さなければなりません。」 

 

超古代スターピープルはそのように言うと、

さらに闇の奥深い場所に入り込み、閉じ込め

られていたスターピープル達を探し出しま

した。 

 

助け出されたスターピープル達は、かなり古

いスターピープル達ですので、今私達と共に

活動している第 1 評議会のスターピープル

達はあまり知らないようです。 

しかし、アトランティスやレムリアの時代に

は、地球のアセンションのために中心的な立

場で活躍していたスターピープルだったの

でしょう。 
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PART1 皆既月食とアセンション 

 

スターピープルの話では、光 50％以上の世

界と光 50％以下の世界の分離は、３月に行

う予定だったのですが、超古代創造主やスタ

ーピープル達の復活により少し時期が早ま

ったようです。 

 

そして「闇とひとつになった創造主」達から

の攻勢も強くなってきたために、アセンショ

ンを成功させるためには、この境界線の分離

を急がなければならなくなりました。 

スターピープル達は、物理世界の分離を１月

31日の皆既月食の時期に新たに設定し直し

ました。 

 

2018 年の 1 月 31 日の満月は「スーパー・

ブルー・ブラッドムーン」と呼ばれています。 

これは、月の距離が地球に最も近くなる「ス

ーパームーン」、月に 2 度目の満月となる

「ブルームーン」そして皆既月食により月が

赤っぽく見える「ブラッドムーン」がすべて

同時に起こるために、このように言われてい

るのです。 

 

この「スーパー・ブルー・ブラッドムーン」

は、アセンションにとっても大きな意味があ

るようです。 

それは、この皆既月食の時に、地球の人々を

決められた世界へ移し変える「ワープ」を行

なうのです。 

第 5 章 皆既月食と分断され

たスピリット 
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この夜は、皆既月食の影響で、地球が特別の

エネルギー状況になるために、人々の移行が

スムーズに行えるようです。 

私達も、今夜は、いつもより頭がぼっとして、

あまり考え事ができない状況です。 

まるでエレベーターにのって上下に移動し

ている感じがします。 

 

この状況についてスターピープル達に説明

してもらいました。 

「今日は、地球人にとっては、特別な日とな

りますが、何が特別なのか、知る人はほとん

どいません。 

皆さんが住むこの地球は定期的に小規模な

アセンションを起こし、地球での学びを終え

た魂やスピリットを地球以外の星に送り出

します。 

そのタイミングと皆既月食は大きな関係が

あります。 

全ての皆既月食の時にこの事が起こるわけ

ではありませんが、特別な皆既月食の時に、

この事が起こるのです。 

 

地球は多くの制限がある星です。 

しかも光よりも多い闇のために、他の星では

得る事ができない学びを行う事ができます。 

それは自分の力で闇を乗り越える為の学び

です。 

地球では、自分の弱さを見せつけられ、自分

の限界を突き付けられます。 

しかし、その事に打ち勝った人々は、魂レベ

ルでもスピリットレベルでも、大きな成長と

進化を遂げるのです。 

 

そして地球の学びを終える事ができた人は、

地球をでて次の星にアセンションして新た

な学びを始める事も出来ます。 

あるいは、マスターとして地球のスピリチュ
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アルな世界に残り、他の地球人のために奉仕

する事も出来ます。 

これは、地球人でも個人レベルで起こるアセ

ンションですので、次にどのような世界に行

くのかは、個人の選択が認められています。 

地球にとって皆既月食というのは、学びが終

わったスピリットとこれから学びを行なう

スピリットの入れ替えの時期ともいえるの

です。 

 

しかし、今回のアセンションは、地球に生き

る多くの人達に関連した地球規模のアセン

ションです。 

この時期に、地球の多くの人達が、物理世界

（半物理世界）での移行を行ないます。 

簡単に言うと、学校のクラス変えみたいなも

のです。 

 

今までは、全員が普通クラスで同じような授

業を受けていましたが、これからは、その人

の能力や好み、価値観に合わせたクラスへ移

り変わり、そのクラスの中で専門的な学びを

始める事になります。 

それぞれのクラスは、同じような考え方や能

力、価値観を持った人同士が集まりますので、

まとまりがあり、自分自身を成長させるため

に、皆さんが同じような体験をしていく事に

なります。 

 

今までは、様々な価値観や考えを持っている

人が、同じ世界で暮らしていたために、価値

観の相違や意見の食い違いがあり、多くの争

いと混乱に満ちた世界に、皆さんは生きてい

ました。 

しかしこれからは、自分と同じような価値観

や考え方をしている人達と同じクラスにな

りますので、自分が行ないたい事、学びたい
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事がストレートに実現できるようになりま

す。 

 

たとえば、愛を学びたい人は、これから素晴

らしい愛に基づいた経験をいくつもしてい

く事でしょう。 

また、名声やお金儲けに興味がある人は、同

じような考えを持つ人達同士で、有名になる

事やお金儲けをするためのノウハウなどを

学びながら、その世界で学びを行なっていく

でしょう。 

 

皆さんは、新しい世界へ足を踏み入れたとも

いえます。 

今はまだ、周りの光景や出会う人達は、昨日

までの世界と何一つ変わらないように見え

るかもしれません。 

しかし、あなたと同じ職場にいる人や近所に

住んでいる人は、昨日と同じように見えるか

もしれませんが、少しばかり異なってきてい

ます。 

それは、同じ職場の人や近所の人であったと

しても、あなたと同じ世界にいる人が、あな

たのまわりに集まってくるからです。 

 

個人個人が持つパラレルワールドの世界に

ついては、以前お話した事がありますが、１

人の人間には、同じスピリットを持つ複数の

自分が存在しているのです。 

その１人１人が、本来のあなたとは少しずつ

異なる価値観や考え方を持ちますので、あな

たとだいたい同じような人生を送っている

パラレルワールドもあれば、全く異なる体験

をしているパラレルワールドもあります。 

それも、たった一つの判断の違い、選択の違

いによって、後の人生が大きく変わってくる

のです。 
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あなたのパラレルワールドの一つでは、今の

あなたよりも少しだけ勇気を持ったあなた

が存在しているかもしれません。 

そのあなたは、今のあなたが恐れてできなか

った事をしっかりと成し遂げていますので、

今のあなたよりも豊かで創造的な人生を送

っている事でしょう。 

 

あるいは、他の世界のあなたは自分に対する

否定感が、今のあなたよりも強いかもしれま

せん。 

その為に、その世界では、結婚する事を恐れ、

孤独なままに生きているかもしれません。 

 

地球のアセンションに伴って、人々が、自分

のスピリットが望む世界に移行したとした

ら、今のあなたよりも少しだけ勇気を持って

いるあなたは、同じような人々と同じ世界で

暮らし始めます。 

そうすると、この地球はもっと豊かで創造的

な地球となり、楽しい未来が待ち受けていま

す。 

 

しかし、今のあなたよりも少しだけ否定感が

強いあなたが向かった世界は、自分や他人に

対する否定感を持った人達ばかりが集まる

世界です。 

その世界では、自分や他人に対する否定感や

憎しみ、恐怖が渦巻いて、お互いを信じる事

ができない暗鬱とした世界ですので、争いや

犯罪が横行して、その未来も決して明るい物

ではありません。 

 

今のあなたは、自分自身がどのパラレルワー

ルドに入って行くのかを、自ら選択する事で、

その選択にふさわしい現実と未来を手に入

れる事ができるのです。 
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しかし、最高の自分を夢見るだけでは、最高

の自分の世界には入れません。 

自分自身が最高の自分にならなければなら

ないのです。 

その為に、何をしたらよいかは、皆さんはよ

く理解しているはずです。 

私達スターピープルは、あなたの選択と愛の

度合いに応じて、あなたをあなた自身が望ん

だ世界へとお連れするのだけです。 

それが「スーパー・ブルー・ブラッドムーン」

の時期なのです。 

 

 

 

PART2 悪夢のスーパー・ブルー・ブラッ

ドムーン 

 

私達も、このスターピープルのメッセージを

聞いたときに、これでやっと楽になれると思

いました。 

特に恵理さんは、いつも様々なサイキックア

タックを受けて苦しんでいます。 

 

ダークピープルや闇の創造主から、サイキッ

クアタックを直接受ける事もありますが、そ

の多くが物理世界に生きている人達の感情

や助けてもらいたいという依存心を通して

送られてくるエネルギーなのです。 

 

スターピープルや大天使達、明王達も私達の

守護につき、その様なエネルギーから恵理さ

んを守ろうとするのですが、物理次元の世界

で起きている事なので、彼女を攻撃してくる

全てのエネルギーを防御できる訳ではあり

ません。 

 

サイキックアタックの多くが、光 40％の世

界に残る人達を利用して行われます。 
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光 40％の世界に残る人達は、自分達を助け

てもらいたいという依存心が強く、自己中心

的な感情に動かされやすいのです。 

 

その様な人達が持つ怒りや憎しみ、恐怖など

の感情のエネルギーが恵理さんに向けられ、

彼女が活動できないように、ダークピープル

達は仕組んでいるのです。 

私達は、1 月 31 日の物理世界の分離によっ

て、これらの事からも解放されていくのだと、

喜んでいました。 

 

スーパームーンの夜も、新たなスターピープ

ルの来訪を受けました。 

それは、恵理さんと美輝がスーパームーンの

様子を見るために外に出ていた時の事です。 

 

「初めまして恵理さん、美輝さん、地球が完

全な分離を行なったために、私達も皆さんの

未来に生れ出る事ができました。 

私達は、太陽種族と「愛で統一された宇宙」

のスターピープル達によって生み出された

スターピープルです。 

これから皆さんと共に働くためにやってき

ました。 

どうか宜しくお願いします。」 

 

私達はそのスターピープルの一族を迎え入

れる事にしました。 

すると、そのあとから私達は急に体調が悪く

なりました。 

お腹は痛くなるし、寒気はするし、体の節々

は痛くなります。 

丁度、美輝がウイルス性の胃腸炎にかかって

しまったので、私達も一緒に感染したのかな

と思いましたが、どうもそれだけではないよ

うです。 
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私は、新しく来たスターピープルに尋ねまし

た。 

「私達の体の不調と皆さんが来た事に何か

関係がありますか。」 

「そうですね、私達はとても高い波動を持っ

ていますので、私達とつながる事で皆さんの

体の中に様々な変化が起きているのかもし

れませんね。」 

 

この事はよくある事なので、私達も時間が経

てば良くなるだろうと思い我慢する事にし

ました。 

翌日、私達の体調は更にひどくなりました。 

ロッド星人やフレッドを呼びだして調べて

もらいますが、どうやら彼等の動きも制限さ

れているようで理由が分かりません。 

しかも、物理世界で分離したはずの光 40％

台のエネルギーが、私達の体にどんどん入り

込んできます。 

 

私は、はっと気づき、超古代スターピープル

を呼び出し、昨日来訪してきたスターピープ

ルが本物かどうか調べてもらいました。 

 

「TAKESHI さん、彼らは本物のスターピー

プルではありません。 

光 40％台の世界のダークピープルが、スタ

ーピープルのふりをして、皆さんの中に入り

込んだので、皆さんが体調不良を起こしたよ

うです。」 

私達は、すぐに昨日来たダークピープルを私

達と分離してもらいました。 

 

ダークピープルとの分離が終わった頃にロ

ッド星人からコンタクトが来ました。 

「TAKESHI さん、何が起きたのですか。 

急に TAKESHI さん家族の姿が私達から見

えなくなってしまったのです。 
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皆さんの声も遠くからかすれたようにしか

聞こえて来ませんでした。」 

 

「ロッド星人、実は昨夜、スターピープルの

ふりをしたダークピープルにだまされてし

まい、コンタクトを取ったところどんどん体

調が悪くなって大変だったのです。 

超古代スターピープルを呼びだして調べて

もらい、その本性が分かって分離する事がで

きたのですが、今でも体調不良は続いている

のです。」 

 

「やはりその様な事が起きていたのですか。 

私達は、いつも TAKESHI さん達の事を見

守っていますので、ダークピープルが直接

TAKESHI さん達と関わる事はできないは

ずなのですが、その時は、まるで TAKESHI

さん達が神隠しにあったように、姿が見えな

くなってしまったのです。 

やはり、闇の創造主のエネルギーによって、

TAKESHI さん達の姿が隠され、その隙にダ

ークピープル達に取り込まれてしまったの

ですね。」 

 

「その様ですが、ダークピープルを分離して

も、私達の体調不良は治らないのですが、ど

うしたのでしょうか。」 

「それは TAKESHI さんの家に大きなゲー

トが開かれ、光 40％台の世界との間に大き

な通路ができてしまったのです。 

その為に、TAKESHI さん達にも光 40％台

の世界のエネルギーがたくさん流れ込んで

きてしまったのです。」 

 

「誰が一体そのようなゲートを作ったので

すか、昨日で光 40％台の世界とは完全分離

を行なうはずではなかったのですか。」 
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「私達は、そのつもりだったのですが、私達

の宇宙の創造主達の間で意見の対立が起き

ているようです。 

しかも、闇の創造主達がそのゲートに深く関

わっており、2 年前に TAKESHI さんを急

性膵臓炎で重体に追いやった創造主も姿を

見せていましたので、大変な事態が起きてい

るのではないかと心配していたのです。」 

 

確かに、昨夜、私の体は尋常ではない腹部の

痛みに襲われていました。 

しかも左半身に痺れもはしり、2 年前の悪夢

を思い起こさせていたのです。 

私は、急いで第 1 評議会と第 2 評議会の創

造主のリーダーを呼びだして事情を聞きま

した。 

 

「創造主よ、本来は昨夜、地球の物理世界は

完全分離を行なう予定だったのではないの

ですか。 

私の周りに、光 40％台の世界とつながる大

きなゲートができていたのは一体どういう

事ですか。」 

 

創造主は困った顔をして私の質問に答えま

した。 

「TAKESHI さん、本当に申し訳ありません

でした。 

実は創造主の間でも、今意見が分かれており

混乱してしまっているのです。 

一部の創造主が、最初に決められた物理世界

の分離の時期は 3 月なので、それまで光

40％台の世界の人々を救い出すための努力

をすべきだと主張して、かってに TAKESHI

さんの周りに、光 40％につながるゲートを

開いたのです。 

その為に、今回のような事が起きてしまいま

した。」 
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私は、光 40％の世界の人々を助けたいと考

えている創造主を呼びだしました。 

「私達は、皆さんが光 40％台へと続くゲー

トを開いたために、耐え難い苦しみを味わっ

たのです。 

皆さんが光40％台の人々を助け出そうとし

ても、結局、光 40％台の世界の闇の創造主

やダークピープルに先導された人々が私達

のエネルギーをむさぼるだけで、彼らの助け

にはならないという事が、未だ理解できてい

ないのですか。 

しかも、今回の事に気づかなければ、私の命

さえも危なかったのです。 

私が動けなくなったら、誰が責任を取るので

すか。」 

 

少し人間らしい怒り方ですが、創造主達は黙

り込んでいます。 

彼等の思考の中には、自分達が今までいた光

40％台の世界の人々を救いたいという思い

が強く残っているようです。 

 

「それでは、皆さんが光 40％台の世界の

人々を救いたいと思うのなら、皆さん自身が

光 40％台の世界に行き、私に頼らずに彼ら

を救ってください。」 

「しかし、光 40％台の世界に行くと、私達

はもうこの世界には戻れなくなるのです

が、、、」 

「それも覚悟のうえで光40％台の人々を救

いに行ってください。」 

 

創造主達は、黙っています。 

おそらく、光の創造主達もまた、闇の創造主

にコントロールを受けてこのような事をし

でかしたのでしょう。 
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私は第 8 評議会の創造主にお願いして、光

の世界の創造主達に、余計なエネルギーが混

じりこんでいないか調べてもらいました。 

 

「TAKESHI さん、やはりあなたのお考え通

り、光の創造主の中に、闇の創造主のエネル

ギーがいくつも混ざり込んでいました。 

その為に物理世界の完全分離に反対して、光

40％の世界へのゲートを開いたのでしょう。 

闇の創造主は、彼等よりもはるかに優れた能

力を持っていますので、彼等がだまされるの

も仕方がない事です。」 

その言葉を聴いた光の創造主達は、恥ずかし

そうにしています。 

 

そこに第 20 評議会の創造主が現われまし

た。 

「TAKESHI さん、今回の事を私も見させて

いただきましたが、皆さんの宇宙の創造主に

は未だ自覚が足りないようですね。 

私からも創造主達に、しっかりと指導してお

きましょう。」 

 

「第 20 評議会の創造主よ、ありがとうござ

います。 

しかし、光 40％台の闇の創造主やダークピ

ープルを処理して、光の世界に近づけない方

法はありませんか。」 

 

「TAKESHI さん、それは皆さんが光 40％

の世界にいく人達と接しないようにするし

か方法はありません。 

彼等は、光 40％台の世界では、必要な存在

なので、それを光に返したり処理する事はで

きないのです。 

そして彼らの習性は光を奪い合う事ですの

で、彼らは当たり前の事をしているだけで

す。」 
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「しかし、私達が行なっているヒーリングや

一斉アチューメントでもいろんな人が来ま

すが、どの人が光40％台の世界の人なのか、

光 50％以上の人なのかが分かりません。 

たとえ、光 40％台の人と分かっていてもお

断りする事はできないと思うのですが、いか

がでしょうか。」 

 

「心配しなくても、大丈夫です。 

これからは、皆さんにとって望ましい世界が

生まれてきます。 

今はまだ過渡期なので、このような事が起き

ていますがもうしばらくの辛抱です。」 

そういうと第 20 評議会の創造主は、光の創

造主達を連れて消えていきました。 

 

 

 

PART3 奪われたスピリット達 

 

私達は、その夜から翌日にかけて、創造主達

が開いたゲートによって起きた事の後始末

におわれていました。 

私達は、寝る前に恵理さんの体の痛みの原因

を調べていると、恵理さんに痛みを起こして

いるエネルギーにつながっている場所を見

つけました。 

その中に入っていくと、そこには大きな気持

ち悪いエネルギーを持ったピラミッドがあ

ります。 

 

このピラミッドがある世界は、光 40％台の

世界ですので、もう私達とは本来は分かたれ

ている場所になります。 

そのために、スターピープル達も自由に出入

りする事はできないようですので、探索に時

間がかっています。 
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「TAKESHI さん、この世界では私達は自由

に動けませんので、光 40％台を担当するス

ターピープルにお願いして恵理さんのスピ

リットがここに捕らわれていないか調べて

もらう事にします。 

暫くお待ちください。」 

 

どうやらこの場所は、力や権力を欲しがる人

達が集まっている場所で、強力なダークピー

プル達のアジトにもなっているようです。 

過去に何度か、このような場所に出会いまし

たが、いずれも強力な力を持った闇の創造主

やダークピープル達に守られていますので、

私達は入らないほうがよさそうです。 

 

しばらくすると見慣れないスターピープル

達がやってきました。 

そして、ピラミッドの中に捕らわれていた恵

理さんのスピリットの一部を返してくれま

した。 

彼等は、光 40％の人々を指導するスターピ

ープルのようです。 

 

「恵理さんのスピリットを取り戻してきま

した。 

光 40％台の人々は、光を集めたり奪ったり

する事が大好きですから、注意してくださ

い。」 

彼等はそう言うと、ロッド星人やフレッド達

と打ち合わせを始めました。 

どうやら、この場所だけでなく他の場所も探

すようです。 

 

私は、その日、体調もすぐれない事から、夕

食が済むとすぐに寝てしまいました。 

そして寝ている間、様々な場所に行く夢をみ

ました。 
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恵理さんも同じような夢をみていたようで

す。 

私達は起きると、ロッド星人に何が起きてい

たのか聞きました。 

 

「TAKESHI さん達のスピリットはいくつ

ものスピリットに分割されて、光 40％台の

ダークピープル達が奪い合いをしていまし

た。 

そして、それぞれの場所に隠されていたため

に、40％台の創造主とスターピープル達に

お願いをして探してもらったのです。 

皆さんが寝ている間に、様々な光景を見てい

たのはそのせいだったのです。」 

 

私達も、おそらくその様な状況になっている

のではないかと思い、ため息をつきました。 

私は、今回私のもとに光のゲートを開いた創

造主を呼びだして言いました。 

 

「皆さんが、光 40％台の人を助けたいと思

って開いたゲートのおかげで、私達家族のス

ピリットはバラバラにされて、光 40％台の

世界の闇の創造主やダークピープルに奪わ

れてしまったのですよ。 

私達のスピリットが元に戻らないと、地球の

未来は大きく変わってしまうところでした。」 

創造主達は、申し訳なさそうな顔をしていま

す。 

 

「TAKESHI さん、創造主の皆さんも反省し

て、光 40％台の創造主に一生懸命にお願い

して皆さんのスピリットをさがしてもらっ

たのです。 

創造主の皆さんを許してあげてください。」

とロッド星人が言いました。 
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「そうですね、これも創造主の学びですから、

仕方がない事です。 

でも今度、同じ事をしたら、これではすみま

せんからね。」 

光の創造主は、申し訳なさそうに消えていき

ました。 

 

私達は、これですべて元通りになったと喜ん

でいましたが、どうも美輝の様子がおかしい

事が気になっていました。 

病気だったから、まだ回復していないのかな、

と思っていたのですが、彼女の瞳にも元気さ

がありませんし、ずっと私に何かを訴えかけ

る様な目をしています。 

 

私は、高次のスターピープルや第８評議会の

創造主に来てもらい、美輝のスピリットをし

らべてもらう事にしました。 

そうすると、美輝のスピリットの本体である

創造主のスピリットが奪われていました。 

 

美輝の本体は「輝きの創造主」なのですが、

第 1 評議会の創造主達に調べてもらうと、

「輝きの創造主」そのものが見当たりません。 

また「輝きの創造主」の系列の創造主の中で

も第 3 評議会までの創造主がいなくなって

いるのです。 

そして、第 1 評議会に属している私や恵理

さんのスピリットの本体となる創造主もい

なくなっています。 

 

恵理さんが調べようとすると、妨害電波の様

なエネルギーが送られてきて、恵理さんの頭

が締め付けられるように痛くなります。 

そのエネルギーを何とか抑え込み、美輝のス

ピリットの所在を調べていると、どうやら光

40％台の世界に閉じ込められているようで

すが、その本体である創造主を捕えるのはダ
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ークピープル達にはできないはずですので、

今回の事件には、やはり高次の闇の創造主が

関与しているようです。 

 

この件について話し合うために、すぐに各評

議会の創造主のリーダーが集まりました。 

「昨夜、皆さんのスピリットをさがす時は、

光 40％台の創造主達は協力的でしたので、

彼等が創造主まで奪い去ったとはとても思

えません。」と１人の創造主が言いました。 

 

「しかし、光 40％台の創造主は、まだまだ

闇が多い創造主ですから、光を求めて、我々

の創造主を隠している可能性も大きいです。」

ともう１人の創造主が言いました。 

 

私達の世界と光40％台の世界は基本的に分

かたれていますので、もし光 40％台の創造

主が、私達の探索を拒めば、私達は「輝きの

創造主」達を探し出す手立てを失ってしまい

ます。 

１人の創造主がすぐに光40％台の世界にい

ってその世界の創造主に「輝きの創造主」の

事を尋ねてくれましたが、彼等からは「ここ

にはいない」という返事が返ってきました。 

 

しかし、光 40％台の世界にいる事は間違い

ないようですので、全ての世界に出入りでき

る創造主に、「輝きの創造主」の救出をお願

いする事にしました。 

「偉大なる創造主よ、どうか光 40％台の世

界に捕らわれている私達の創造主を取り戻

してください。」 

 

私が呼びかけると第 20 評議会の創造主が

現れてくれました。 

このところ第 20 評議会の創造主には、お世

話になりぱっなしです。 
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「第 20 評議会の創造主よ、本当に申し訳あ

りません。 

美輝のスピリットと私達の世界の創造主を

どうか取り戻してください。」 

私の言葉を聴くと創造主はすっと消えてい

きました。 

 

暫くすると、第 20 評議会の創造主はいくつ

かのスピリットと創造主達を連れて戻って

きました。 

その姿を見て、多くの創造主達も喜んでいま

す。 

自分達が、闇の創造主に騙されたおかげで、

自分達の大切な仲間までも失うところだっ

たのです。 

 

おそらくこの指導をしたのは、超古代創造主

を封印した「闇とひとつになった創造主」で

しょう。 

超古代創造主やその部下であるスターピー

プル達が復活して、自分達が追い込まれてい

くのが分かり切っていますので、そうなる前

に私達の動きを封じ込めるために、スピリッ

トの分断と創造主を誘拐するという暴挙に

出たのでしょう。 

地球の物理世界の分離は進んでいるとはい

え、私達と闇の創造主の争いはまだ終わりま

せん。 
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PART1 更なる闇の世界への捕らわれ 

 

私達は第 20 評議会の創造主が私達のスピ

リットと創造主を光40％台の深い闇の世界

から救い出してくれた事で問題は解決し、こ

れから光50％以上の世界で生きていけるの

だと安心していました。 

そして明日からは体調も良くなり、世界も変

わり始めると確信していました。 

しかし、事態は思いがけない方向に進んでい

く事になりました。 

 

この日も体調が完全ではないので仕事には

いかず家にいました。 

午前中までは、いつも通りにスターピープル

達と話をしていたのですが、午後になって恵

理さんの頭痛が今まで以上にひどくなりま

した。 

 

まるで頭の中を砂嵐が吹き荒れている様な

状態で、スターピープルや創造主はおろか大

天使ともコンタクトがとれません。 

どれだけ、一生懸命に語りかけても祈っても、

砂嵐にかき消されて誰とも交信ができない

のです。 

 

このような状態の時は、私達のスピリットの

一部が捕えられているのではなくスピリッ

ト本体までもが、どこかに捕えられ、創造主

やスターピープル達とのつながりが分断さ

れているのです。 

 

第 6 章 闇の創造主を統治す

る創造主 
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恵理さんが砂嵐の隙間から見える光景は、光

40％前半の世界のようです。 

昨日、第 20 評議会の創造主から救い出して

もらい、光の創造主達も気持ちを入れ替えた

ばかりなのに、なぜこのような事が起きたの

でしょうか。 

 

大天使やスターピープル達はいつも私達の

周りを守護していますので、彼らの力が瞬時

のうちに制限され、私達のスピリットの本体

を奪い去ったという事は、かなり大きな闇の

力を持った創造主の仕事だと思われます。 

 

ここに黙っていても仕方がないので、私達は

この場所から逃げ出す方法を考えました。 

最初に「宇宙の愛の根源」につながり自分達

の波動を、できる限り上げていきます。 

そうしなければ、深い闇の世界の波動に埋も

れ、私と関わりのある存在ともつながれない

からです。 

私は、黄泉の世界の番人であるマーベリック

とアメリアを呼びます。 

するとしばらくして彼等がやってきました。 

 

「TAKESHI さん、どうしたのですか、ここ

はあなた方がいる場所ではないのに、」 

「私達も分からないのです。 

気づいたらここに閉じ込められていて、誰と

もコンタクトが取れないのです。 

どうか、光 40％台の創造主に助けを求めて

ください。 

私がここにいる事を知らせて、光 40％台の

創造主から光50％台の創造主に連絡しても

らってください。 

そして光50％台の創造主から第20評議会

の創造主に私達を助けに来るようにお願い

してもらってください。」 
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「分かりました。急いで連絡してきます。」 

マーベリック達は急いで創造主のもとへと

向かいました。 

マーべリックは私のスピリットとも深い関

係を持つマスターで、黄泉の世界を立て直す

時に一緒に働いた仲間ですので信頼ができ

ます。 

 

現在は、スピリチュアル・レベルでも物理レ

ベルでも光50％以上の世界とそれ以下の世

界が分けられているので、このような手順を

とるしかないのです。 

 

私達は、第 20 評議会の創造主を待つ間に、

この世界の創造主によって救い出され、私達

の世界と彼等の世界の境界線のような場所

まで連れてこられました。 

そこで待っていると、第 20 評議会の創造主

と光の創造主、スターピープル達が私達を迎

えにきてくれました。 

 

「TAKESHI さん、大丈夫でしたか、急に皆

さんの姿が見えなくなって私達は心配して

いました。」 

「私達も、TAKESHI さん達をさがしていた

のですが、見つからなくて困っていた所です。 

もしかしたら、また光 40％の世界に連れ込

まれたのではないかと調べていた所に、光

40％台の創造主が、TAKESHI さんの所在

を連絡しに来てくれたので助かりました。」 

光の創造主達は、前回、自分達の過ちから私

達に迷惑をかけたので心配していたようで

す。 

 

「おそらく一瞬のうちに私達は光40％台の

世界に引き込まれたようですが、その時一体

何が起きたのか、誰がこのような事をしたの

か、すぐに調べましょう。」 
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私は「流れをつくる創造主」を呼びだして、

私達の時間をお昼頃までさかのぼってもら

います。 

 

この頃、私と美輝はパソコンでアニメを見て

いる時間でした。 

恵理さんは家の片づけをしていました。 

そしてその時、この家を呑み込むくらいの大

きなゲートが開き、私達のスピリットはダー

クピープルによって瞬時に連れ去られてし

まいました。 

 

しかし、このゲートが開く前に、大きな闇の

エネルギーが周りを包みましたので、スター

ピープルや大天使達の力も奪われ何もでき

なかったようです。 

このような事ができるのは、たとえダークピ

ープルが実行犯だとしても、その裏には闇の

創造主が関わっている事は間違いありませ

ん。 

 

私達も、大天使達の力を抑えたエネルギーを

さかのぼっていきます。 

すると、とても大きなエネルギーを持った創

造主が浮かび上がってきたのです。 

 

私は第 8 評議会の創造主を呼びだして尋ね

ました。 

「創造主よ、未だこれほどまでに大きなエネ

ルギーを持った闇の創造主が残っていたの

ですか。 

それとも異なる宇宙から来た闇の創造主で

すか。 

彼は、私達の評議会でいうと、どの程度の評

議会にあたるのですか。」 

 

その姿を見た第 8 評議会の創造主はすこし

慌てた様子です。 
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「TAKESHI さん、暫くお待ちください。 

すぐに調べてきます。」と言い残して消えて

しまいました。 

するとそこに第 20 評議会の創造主が現わ

れました。 

「TAKESHI さん、この創造主は、私が新た

に配置した創造主です。 

私が、彼と話をしてきましょう。」 

と第 20 評議会の創造主はいぶかしそうな

顔をして消えていきました。 

 

 

PART2 戻ってきた「闇の創造主を統括す

る創造主」 

 

第 20 評議会の創造主がしばらくして戻っ

てきました。 

「TAKESHI さん、今回は大変ご迷惑をおか

けして申し訳ありませんでした。 

彼は決して悪気があって、皆さんのスピリッ

トをさらっていったのではありません。 

私と話をするために、このような事をしたと

いっています。」 

 

「というと、私達はおとりに使われたという

事ですか。 

彼は一体何者なのですか。」 

 

「TAKESHI さんが、そうおっしゃるのも無

理はない事です。 

彼は今まで他の宇宙を担当しており、つい最

近戻ってきたばかりなのです。 

彼は本来、闇の創造主を生みだて育てる役目

を担っている創造主で、皆さんの評議会で言

うならば、第 15 評議会の創造主に当たりま

す。 

私は、光 40％台の地球がいつまでたっても

まとまらず、皆さんのアセンションの邪魔ば
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かりをしているので、40％台の創造主を統

治し、皆さんの世界との完全分離を果たすた

めに、彼をこの世界に呼んだのです。」 

 

「その様なレベルの高い創造主が、私達のス

ピリットをさらってしまったのは何故です

か。 

私達が気付かなければ、地球のアセンション

は失敗する可能性も大きかったはずです。」 

 

「彼は、本来はその様な事をする創造主では

ありません。 

創造主戦争の前に、彼は「始まりと終わりの

創造主」から生み出され、他の創造主とも協

力しながら、多くの宇宙の運営を手助けして

いました。 

 

創造主戦争の間も、彼はどちらにもつかず、

光と闇のバランスを取るために力を尽くし

てきました。 

そして、彼を生みだした「始まりと終わりの

創造主」が、理性を失い闇に飲み込まれてい

く姿も見てきました。 

 

彼は、闇の力の恐ろしさを最も知っている創

造主かもしれません。 

それ以来、彼は常に冷静に物事を見るように

心がけてきたのです。 

そして、彼はその経験から、闇の働きを持つ

創造主が闇に飲み込まれないように指導し

導いてきたのです。」 

 

「そういう過去があったのですね。 

しかし、彼を生みだした創造主は闇に飲み込

まれていきましたが、彼自身は闇に飲み込ま

れる事はなかったのですか。」 

私は第 20 評議会の創造主に尋ねました。 
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「彼は、闇と光は、常にバランスをとる必要

がある事をよく分かっていました。 

本来、闇の働きを持つ創造主は、この宇宙に

生きている生命達に様々な障害や感情によ

る困惑、共同で解決しなければならない問題

などを与えて、その生命達を成長させる事が

本来の役目です。 

 

闇の働きを持つ創造主達は試練を与える事

はあっても、その生命達を虐待したり支配し

たりする事はありませんでした。 

常に、光の創造主と一心同体となり、生命は

勿論、宇宙の進化のために働いてきたのです。 

 

しかし、闇の働きを持つ創造主の多くが、自

らの闇に飲み込まれ、多くの生命達に試練を

与えて成長させるのではなく、自分本位の欲

望によって、多くの生命達を利用し支配する

ようになりました。」 

 

「私達の宇宙にいた闇の創造主達は、自分本

位の考え方をする創造主ばかりでした。 

スターピープルを闇の中に閉じ込めたり、

星々を戦争に導いて多くの生命が失われま

した。 

闇の創造主とはそういうものだと思ってい

ましたが、本来はそうではなく、光の創造主

と共に働く事が役目だったのですね。」 

 

「そうです。 

皆さんの宇宙の創造主の多くが彼から指導

を受け、闇の働きをする創造主として、光の

創造主と共に、皆さんの宇宙の進化のために

働く予定でした。 

しかし、彼が他の宇宙の創造主を指導するた

めに皆さんの宇宙を離れている間に、創造主

達の様子が変わってしまったのです。」 
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「それは、彼を生みだした創造主である「闇

とひとつになった創造主」の影響によるもの

ですか。」 

 

「もちろん、その影響は大きいと思われます。 

あるいは、皆さんの宇宙に入り込んできた異

なる宇宙の創造主達の影響もあるでしょう。 

どちらにしても、彼の指導を受けた闇の働き

をする創造主達は堕落してしまい、闇に飲み

込まれてしまったのです。 

彼が、皆さんの宇宙に戻ってきた時、彼が生

み出し導いてきた闇の働きをする創造主達

はほとんどいなくなっていました。」 

 

「それは、私達が多くの創造主を光に帰した

り、地上に降ろしてしまったからですか。 

彼はその事を怒っているのではないですか。」 

 

「闇の働きをする創造主が、自ら闇に飲み込

まれていったのですから、それは仕方がない

事です。 

彼は、あなた方を恨んだりするよりも、自分

の力の無さを悔やんでいました。」 

私は、この創造主に少し申し訳ない、という

気持ちになりました。 

 

「彼は、闇に落ちた創造主達の事をとても残

念に思っていました。 

そして、闇の働きをするための創造主をまた

育てたいと言っていました。 

今回の事件は、私が、皆さんの宇宙の光40％

台の世界の創造主を彼に任せてみようと思

い、彼を呼び戻したのですが、私が今迄の事

をしっかりと説明していなかったために、彼

はどのように動いたらよいか分からなかっ

たのです。 
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私も、彼と話をするための時間を取らなかっ

たので、皆さんをおとりにして、私を引っ張

り出し、話をしようとしたのです。 

どうか、今回の事は許してあげてください。」 

 

第 20 評議会の創造主から、許してあげてく

れと言われると逆らう事もできません。 

私達にとっても、そのような素晴らしい創造

主が、光 40％台の宇宙を担当してくれるな

ら、それはとてもありがたい事です。 

 

今まで、光 40％台の創造主による様々な事

件も、創造主の未熟さゆえの事でしたから、

彼がしっかりと指導してくれるのならば、私

達も安心です。 

これからは、私達の宇宙と光 40％の世界の

境界を破ってネガティブなエネルギーが流

れ込んで来たり、物理世界に生きている人々

を通じて私達を攻撃するような事も少なく

なってくるでしょう。 

 

私は、アシュタールのエレナさんにこの状況

の変化をどのように考えるか聞いてみまし

た。 

エレナさん達スターピープルにとってみれ

ば、これは大きな変化です。 

 

「TAKESHI さん、私達も、新たに配属され

た創造主の事はよく分からないのですが、上

の創造主達の話を聞くととても厳しくて妥

協を許さない創造主のようです。 

創造主達が闇に飲み込まれないように徹底

して指導をする事がこの創造主の役目のよ

うですから、私達にとってはとても頼りにな

る働きをしてくれると思います。 

 

私達のアセンションの歴史は、闇に落ちた創

造主やダークピープルとの戦いの歴史でし
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たから、それが終わるとすれば、これ以上嬉

しい事はありません。」 

 

「私もそう思います。 

光40％台の創造主やダークピープル達が光

50％以上の世界に干渉できなくなれば、ア

センションの完成も一気に進む事でしょう。」 

ロッド星人達もうれしそうです。 

 

 

 

PART3 「闇の創造主を統括する創造主」

との対話 

 

その翌日、例の創造主本人が、私達に直接コ

ンタクトを取ってきました。 

第 20 評議会の創造主や他の創造主達とき

ちんと話ができて状況がしっかりとつかめ

てきたようです。 

 

「TAKESHI さん、そして恵理さん、美輝さ

ん、先日は大変申し訳ありませんでした。 

第 20 評議会の創造主から、私が光 40％台

の宇宙の創造主を統治するように言われて、

この宇宙に戻されたのですが、この宇宙の現

状を全く知らされておりませんでした。 

 

私が戻ると、私が育てた多くの創造主達は姿

を消しており、しかも地球のアセンションの

真っただ中で、今迄の宇宙とは大きく状況が

変わっておりました。 

私は、第 20 評議会の創造主様にこのような

状況をどのようにしたいのか、確認したかっ

たのですが、いつも今は忙しいと言われて、

答えを得る事ができずに困っておりました。 

 

その様な折、皆さんが闇の創造主達に捕えら

れた時、第 20 評議会の創造主様がすぐに助
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けに来てくれた事を見ておりましたので、第

20 評議会の創造主様と話をするためには、

この方法しかないと思い、皆さんをとらえて

しまいました。 

私は決して、皆さんを傷付ける気持ちも、皆

さんの光を奪おうという気持ちもありませ

んでしたので、どうかお許しください。」 

 

私は、この創造主の言葉やエネルギーを見て、

とても正直で実直な性格をしたこの創造主

の事が少し好きになりました。 

「創造主よ、この件の事は私達も良く理解で

きましたので気になさらないでください。 

それよりも、あなたの働きやこれからの事を

どうのように考えているか教えてもらえま

せんか。」 

 

「わかりました。 

私よりも古い 4 大創造主様が復活している

ところを見ると、TAKESHI さん達も創造主

大戦争の事はご存じだと思いますが、私はも

ともと創造主大戦争を引き起こした「始まり

と終わりの創造主」から生み出されました。 

 

しかしながら彼のエネルギーだけではなく

「光と闇のバランスを取る創造主」のエネル

ギーも加えて生み出されましたので、創造主

大戦争の時もお互いが争う事なく協調し合

うように「始まりと終わりの創造主」に働き

かけておりました。 

 

しかしながら、どんどん闇に飲み込まれてい

く創造主は、私の言葉など聞く事もなく対立

を深めていったのです。 

彼は、私に対して他の 4 人の創造主から光

を奪うように命じてきましたが、私は本来、

光と闇のバランスを取るための仕事もして
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おりましたので、その指令がどれほどばかげ

ているかよく分かっていました。 

ただ、私も「始まりと終わりの創造主」には

逆らえませんので、彼に従うふりをしていま

した。 

 

やがて、4 人の創造主は闇の中に封印されて

行方知らずになり、偉大なスターピープルの

多くも消えてしまいました。 

行方不明となった 4 人の創造主が生み出し

た多くの創造主達は、「始まりと終わりの創

造主」から闇の封印を付けられ、「闇の創造

主」達に反抗できないようにされてしまいま

した。 

 

創造主戦争が終わってしばらくすると、「始

まりと終わりの創造主」も大きくなりすぎた

自分自身の闇の中に引きずり込まれてしま

いました。 

そして「始まりと終わりの創造主」によって

生み出された創造主達も、彼と同じように闇

の中に飲み込まれていきました。 

 

「始まりと終わりの創造主」によって生み出

された創造主は、私を含め数名しかいません

でした。 

しかし、闇と一体となった「始まりと終わり

の創造主」のエネルギーと意思は全ての宇宙

に満ち溢れていったのです。 

 

第 20 評議会の創造主様と私達は、長い時間

をかけて、残された創造主達から闇の封印を

取り除き、自由に活動できるようにしていき

ましたが、彼らの心の中には闇に対する恐怖

が残ってしまいました。 

そして「始まりと終わりの創造主」の系列の

創造主は、闇に飲み込まれなかった創造主で

も、自分の中に多くの闇のエネルギーを取り
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込んでしまい非常に自己中心的な創造主に

なってしまいました。 

 

そのために、第 20 評議会の創造主様は「闇

に落ちた創造主」を本来の「闇の働きをする

創造主」として新たに教育をし直す事を私に

命じられたのです。 

それ以来、私は「闇の創造主を統括する創造

主」とよばれるようになりました。 

私は、2 度と創造主大戦争のような愚かな過

ちを起こしてはいけないと思い、厳しく指導

にあたりました。 

 

しかしながら、この宇宙に満ち溢れている闇

の中には、闇とひとつになった「始まりと終

わりの創造主」の狂気が交じりこんでいます。 

この狂気に取り込まれると、どれほど優秀な

創造主であっても理性を失い自己中心的な

闇の創造主になってしまいます。 

これだけは、私がどれほど力を尽くしても、

防ぎきれない事なのです。」 

 

「「闇の創造主を統括する創造主」よ、あな

たの苦しみが、私達にも伝わってきます。 

あなたが「始まりと終わりの創造主」のよう

に闇に飲み込まれなかった事が、私達の宇宙

にとっても幸いでした。」 

 

「それも、TAKESHI さんの親でもある「光

と闇のバランスを取る創造主」に光を頂いて

いたからです。 

そうでなければ、私も「始まりと終わりの創

造主」のように闇とひとつになっていた事で

しょう。 

私は、復活された「光と闇のバランスを取る

創造主」のもとに戻り、彼と共に歩む事をお

願いしました。」 
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「「光と闇のバランスを取る創造主」も喜ん

でくれた事でしょうね。」 

「もちろんです、そして「光と闇のバランス

を取る創造主」の物理次元の姿である

TAKESHI さん達をしっかり守護してくれ

と言われました。」 

 

「そうだったのですか、よろしくおねがいし

ます。」 

私は、照れくさく笑いました。 

「それでこれからは、どのような働きをする

のですか。」 

 

「まず最初に行う事は、皆さん方が進めてい

るアセンションを完成させる事です。 

私は、光 40％台の創造主、特にこの世界に

いる闇の創造主や異なる宇宙の創造主から

影響を受けている創造主達を厳しく管理し

指導します。 

 

彼らや彼らの手先となっているダークピー

プル達が、これ以上皆さんの世界に手出しが

出来ないように、その手口を調べ上げ、取り

締まりたいと思います。 

特に皆さんに関わろうとしているダークピ

ープルや地球の物理世界にいる人を利用し

ようとしている存在の動きを封じます。」 

 

「それは大切な事ですね。 

しかし問題は、地球の人々がダークピープル

やダークエンジェルに騙されて一体化して

いる事です。 

地球の人々は、スピリチュアルな存在が全く

見えませんので、意識をコントロールされて

利用されているのです。」 

 

「その事も調べがついています。 
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もし地球人が、ダークピープル達と共に活動

する意思がないのなら、私はダークピープル

と地球人を切り離す事もできますので、個別

に調べながら分離を試みましょう。」 

 

「地球人とダークピープルが分離できるの

ですか。」 

 

「全ての地球人を分離できるわけではない

のですが、だまされて一つになっている人で

あれば分離してあげなければかわいそうで

しょう。 

ダークピープル達の手口も分かりましたの

で、その事をまず行いたいと思います。」 

その話しを聞いていたスターピープル達も

大喜びです。 

 

「TAKESHI さん、「闇の創造主を統括する

創造主」が 40％台の世界から、私達の世界

を切り離すお手伝いをして下さる事になり

ました。 

これは私達にとっては、とても重要な事です。 

いままで、光 40％台のダークピープルや創

造主によって、私達の世界はかき回されてい

ましたので、「闇の創造主を統括する創造主」

が光 40％台の世界から、ダークピープルや

闇の創造主の動きを止めてもらえれば、アセ

ンションが今まで以上に進む事は間違いあ

りません。」とロッド星人が喜びの声をあげ

ています。 

 

「闇の創造主を統括する創造主」は、私達の

宇宙の評議会でいえば、第 15 評議会に属す

る創造主のようですが、現在いる第 15 評議

会の創造主達よりもかなり古い創造主のよ

うです。 

立場的には、第 16．17 評議会の役目も兼

ねているようです。 
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その上は、先日復活した 4 人の超古代創造

主が属する第 18、第 19 評議会となり、そ

の上は、全ての宇宙を統括する第 20 評議会

の創造主になるようです。 
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PART1 大天使ミカエル「破邪の剣」＆大

天使ウリエル「導きの光」の一斉アチューメ

ント 

 

アセンションの完成に向けて、私達は大天使

や聖母マリア達と共に 12 月から一斉アチ

ューメントを行ってきました。 

これは、ダークピープルやダークエンジェル

によって騙され、スピリットを捕えられてい

る人達から、ダークエンジェル達を切り離し、

人々のスピリットを救い出すために企画さ

れました。 

 

そして、前回、完全に行う事が出来なかった

光 50％以下の世界と光 51％以上の世界を

再度分離するために、時期を早めて行われる

事になったのです。 

 

創造主の中には、光 40％台の世界に残って

いる人でも、自分の意思ではなくダークピー

プルや闇の創造主のたくらみによって光の

世界に行く事を妨げられている人達がいる

ので、そのような人を救出したいと考えてい

る創造主も沢山いました。 

 

そのために、地球の完全分離が終了する前に、

12月から3回にわたって一斉アチューメン

トを行い、アチューメントに参加した人達を

通して、多くの人々を救い出す計画を立てた

のです。 

 

第 7 章 太陽種族の誕生を阻

む者達 
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しかしこの計画には大きな欠点がありまし

た。 

それは、光 40％台の世界のダークピープル

や闇の創造主達が、一斉アチューメントに参

加する人々のゲートを使って、光 50％以上

の世界に入ってくるきっかけを与えてしま

った事でした。 

 

今回、スーパームーンの時に起こった事がま

さにその事だったのです。 

光の創造主も闇の創造主に騙されて、私達の

世界に闇の世界とのゲートを開いてしまい、

光50％台の世界に大きな闇のエネルギーを

流し込んでしまったのです。 

 

そのために、スーパームーンの時に行うはず

だった光 40％台の地球と光 50％台の地球

の完全分離は上手く行きませんでした。 

その失敗を取り戻すために、2 月 21 日に行

われる予定だった一斉アチューメントの時

期を早めて2月6日に行う事にしたのです。 

大天使やスターピープル、そして前回の過ち

を挽回しようと光の創造主達はしっかりと

準備を行っています。 

 

そして「闇の創造主を統括する創造主」も、

私達のお手伝いをして下さる事になりまし

たので、今度こそ光 40％台の世界と光

50％台の世界の分離がうまくいく事でしょ

う。 

 

当日は 200 名以上の方達が、一斉アチュー

メントを受けて下さったので、スターピープ

ル達も創造主の協力を得て、物理世界の分離

に成功したようです。 

もちろん、地上に住む地球人達の世界が、こ

れで完全に分けられた訳ではないのですが、

これから多くの人達が異なる方向に向かっ
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て進み始めますので、地上でも波動が異なる

人達とは会う機会がどんどん少なくなって

いく事でしょう。 

 

しかしまだ油断はできません。 

再開された恵理さんのセッションでも、まだ

光40％台の世界のエネルギーの中にいる人

達からは、すぐにその世界のゲートが開き、

ダークピープル達やダークドラゴン達のエ

ネルギーが入ってきます。 

 

私達は、何度か自分達のスピリットの一部を

奪われたりシェンロン達を囚われたりしな

がらも、スターピープルや「闇の創造主を統

括する創造主」の力を借りて、闇が多い世界

に捕らわれた人々のスピリットを開放して

いきました。 

 

「闇の創造主を統括する創造主」も、自分が

思った以上に、私達の宇宙の闇が深くなって

いる事に驚いています。 

 

「TAKESHI さん、この世界の状況をみて、

私も驚いています。 

たとえ闇が大きい創造主でも、人のスピリッ

トの一部を捕えたり、人々から光を奪う事は

しないはずです。 

しかし、この世界では、それが普通に行われ

ています。 

私は、この世界の事をもっとよく調べ、適切

な形に修正したいと思います。」 

 

「闇の創造主を統括する創造主」も、この世

界のダークピープル達の処理に困っている

ようです。 

私達も、出来うる限り協力しながら、アセン

ションを勧めたいと思います。 
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PART2 太陽種族の誕生を阻むダークピ

ープル達 

 

私達は、まだ物理世界で繋がっている人を通

して、物理世界の分離や光の世界に行く予定

の人々のスピリットの救出を行っています。 

物理世界の大きな分離が済んだとはいえ、１

人１人の人を適した世界へ分ける作業はま

だ残っています。 

 

今回のアセンションは、その主役である地球

人がアセンションの事を全く知らないため

に、地球人自らがアセンションのために努力

するという事がほとんどありません。 

全てがスターピープル達に任せられていま

すので、スターピープル達の苦労は大変なも

のです。 

 

そのような時、恵理さんが夢の中で、古びた

廃墟のようなデパートの中を１人でさまよ

っている夢を見ました。 

このような時は彼女のスピリットの一部が、

闇の多い世界に捕らわれている場合が多い

ので、スターピープル達に連絡を取って助け

に行きます。 

きっと、物理世界の人々を通して、恵理さん

と接触し、彼女のスピリットを捕えたのでし

ょう。 

 

ただ、スターピープル達は光 40％台の世界

にはもう入れないので、「闇の創造主を統括

する創造主」とこの世界のスターピープル達

にお願いして、恵理さんのスピリットを探し

てもらいます。 

すると、その廃墟のようなデパートの中には、

恵理さんだけでなく、たくさんの人々のスピ

リットがさまよっています。 
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そしてデパートの屋上では、10 数人の子供

達のスピリットが遊具で遊んでおり、その中

には、私達の子供である美輝のスピリットも

交じっていました。 

 

恵理さんのスピリットだけでなく美輝のス

ピリットまでも奪っていったようです。 

子供達は、無心で遊んでいるのですが、その

光景は色あせたセピア色の写真のように見

えます。 

 

私は「闇の創造主を統括する創造主」に言い

ました。 

「創造主よ、彼らのスピリットを捕えている

ダークピープル達を探し出して下さい。 

もっと多くのスピリット達が捕えられてい

るはずですから。」 

 

「TAKESHI さん、ここにいる人達は自分の

意志でここにいるようです。 

彼らは現実逃避をして、この世界に引きこも

っているのではないでしょうか。 

これは、彼ら自身の選択ではないかと私は思

います。 

皆さんのスピリットは、彼らから、こちらの

世界に引き込まれたようです。」 

 

私は、自分の意識をこの場所に飛ばして調べ

ると、さまよっている人々はうつろの目をし

て、自分のしっかりとした意識を失っている

ようです。 

 

私は、彼らのエネルギーの中に、自分の意識

を投影すると、彼らの後ろにダークピープル

の姿が見えてきます。 

彼らは、以前私達が戦った地球の未来から来

たダークピープルと姿が似ています。 
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爬虫類のような顔をしていますが、金属製の

服を身にまとい、とても高い叡智を持ってい

るようです。 

鹿児島の桜島をはじめ、世界各地の火山に仕

掛けられた地球の波動を高めるための機械

の設定を妨害してアセンションを遅らせよ

うとしていた非常に高い技術力を持った存

在にそっくりです。 

 

彼らは「プレデター」という映画に出てくる

異星人によく似ているので、私達は、彼らの

事を「プレデター」と呼んでいます。 

私は、彼らがどこから来ているのか調べるた

めにピカフラシュをこの世界に投入して、こ

のダークピープルのエネルギーを調べても

らう事にしました。 

 

ピカフラシュは、この場所に捕らわれている

スピリットのまわりを巡りながらエネルギ

ーのラインを探し出しています。 

突然ピカフラシュの動きが早くなり一方向

に向かって走り出しました。 

ピカフラシュが、中心となるダークピープル

の存在を見つけだしたようです。 

 

ピカフラシュは更にダークピープルのリー

ダーを調べ、その後ろにあるエネルギーライ

ンをたどり始めました。 

これで、このダークピープルが、どこから来

たのか、誰に操られているのかはっきりとす

る事でしょう。 

 

「「闇の創造主を統括する創造主」よ、やは

り彼らはダークピープルに操られているよ

うです。 

物理世界の事ですから創造主には見えにく

いのですが、彼らは人間の意識の中に隠れ、
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人間を内側からコントロールして、多くのス

ピリットをここに集めていたのです。 

 

これからピカフラシュが、ダークピープル達

がどこから来たのか調べますので手伝って

あげてください。 

もしかしたら、時や次元を超える可能性もあ

りますので、行く手を開いてあげてくださ

い。」 

 

「TAKESHI さん、わかりました。 

私も、ダークピープルがこのような所に隠れ

て人々を操っていたという事に気づきませ

んでした。 

私も一緒にピカフラシュの後を追いましょ

う。」 

「闇の創造主を統括する創造主」はすぐにピ

カフラシュの後を追います。 

 

するとピカフラシュは、はるかな未来へと入

っていきます。 

おそらく1万年くらい先の未来でしょうか、

ちょうど太陽種族がスターピープル達をリ

ードして、大きな活躍を始めた頃のようです。 

 

 

 

PART3 未来から来たダークピープルと闇

の創造主 

 

その様子を見ていた太陽種族のフレッドが

困ったような顔つきをしています。 

「TAKESHI さん、彼らは私達と同じ時代か

らやってきた者達です。 

彼らは、太陽種族が、地球のみならず天の川

銀河に広がり、活躍する事を快く思っていま

せんでした。 
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彼らの考え方と私達の考え方がかなり異な

っていたからです。 

 

その為に、彼らは私達の時代で、反乱を起こ

しました。 

その当時の彼らは、とても技術力が高く、優

秀なスターピープルとして活躍していたの

ですが、自分達がリーダーでなくなるという

事が気に入らなかったようで、私達の活動を

よく妨害してきたのです。」 

 

「そのような種族がこの時代にやってきた

のは、皆さんの誕生を阻止するためですか。」 

「私達は、彼らがこの地球や皆さんの宇宙に

関われない様に、他の宇宙に彼らを幽閉した

のですが、もしかしたらそこから抜け出した

のかもしれません。」 

 

「それは大変な事です。 

彼らがその宇宙にまだ残っているかすぐに

調べてもらえますか」 

「分かりました、すぐに調べてきます。」 

そういうと、太陽種族のフレッドは創造主と

共に、別の宇宙に彼等がまだ幽閉されている

か調べに行きました。 

 

もし彼らがその宇宙を抜け出しているとし

たら、闇の創造主が手助けした可能性もあり

ますので、そちらも調べなければなりません。 

私は、第 8 評議会の創造主を呼び出しまし

た。 

 

「第 8 評議会の創造主よ、この件の事は何

か知っていますか。」 

「ええ、私達もこの事を引き起こした闇の創

造主を追っているところです。」 

上位の創造主達は、もうすでに、この未来の

存在達が幽閉されていた宇宙から逃げ出し
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て、私達の時代に来ている事に気づいていた

ようです。 

 

しばらくするとフレッド達も戻ってきまし

た。 

「TAKESHI さん、やはり彼らは閉じ込めら

れた宇宙にはいませんでした。 

誰かが、この宇宙のゲートを開いて開放した

ようです。 

この地球で、最初の太陽種族の遺伝子を持つ

美輝さんが捕えられたのも、太陽種族の事を

恨んでいる彼らならば、当然行う事です。 

彼らは、本気になって太陽種族の誕生を邪魔

してくるでしょうから、早く捕えなければい

けません。」 

 

「闇の創造主を統括する創造主」も、太陽種

族の事を上位の創造主から聞いていたよう

ですので、自分も協力する事を伝えてきまし

た。 

 

その時、私達の周りを歩いて遊んでいた美輝

が急に背中から倒れて頭を打ってしまいま

した。 

まるで誰かに胸を押されて倒されたような

感じです。 

そして生えてきたばかりの 2 本の歯で、口

の中を切って血を流しながら大泣きを始め

ました。 

 

私達は急いで、子供を抱きかかえ止血しまし

たが、なかなか血が止まりません。 

その時、恵理さんの心に言葉が響いてきまし

た。 

「太陽種族を生み出す事から手を引け。 

これは警告だ、 

これ以上、太陽種族に関わるな。」 
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これは、子供を捕えていたダークピープルか

らの警告ですが、このような警告を出す事自

体、彼らが追いつめられているという事です。 

私達がこの警告に怖気づいて、自分達を探し

出す事を止めるだろうと考えたようですが、

そのような警告をするだけ無駄です。 

彼らが、私達の心の中に入ってきた事で、彼

らの探索が更に簡単になります。 

 

私は時間を自由に操作できる創造主を呼び

出しました。 

「「流れを作る創造主」よ、すぐに来て下さ

い、 

彼らを幽閉していた宇宙の未来に入って、誰

が彼らをこの宇宙から救い出したのか、私達

に見せて下さい。」 

 

「流れを作る創造主」は、私達の前に来ると、

まるで映画でも見せるかのように、未来人で

ある彼らがこの宇宙に連れて来られ幽閉さ

れた場面や一人の創造主がこの宇宙にゲー

トを開き、彼らを救い出しているところなど

を見せてくれました。 

 

「やはり、太陽種族の誕生を良く思わない創

造主が、後ろで糸を引いていたようです。 

太陽種族に敵対する種族を捕らわれていた

宇宙から助け出し、今の時代に連れてくる事

で、地球のアセンションと太陽種族の誕生を

妨害しようとしたのです。」とフレッドが言

いました。 

 

「闇の創造主を統括する創造主」も、その種

族を助け出した創造主を見て言います。 

「この創造主は、「始まりと終わりの創造主」

から作り出された創造主でいつの時代でも

闇の中に紛れて行動していた創造主です。 
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私も彼の行動をいつも警戒していたのです

が、今回は地球のアセンションの邪魔を行っ

ていたようです。 

私が行ってすぐに捕まえてきましょう。」 

 

そういうと「闇の創造主を統括する創造主」

をはじめ、第8評議会の創造主など数名が、

ピカフラシュと共に、闇の創造主を探しにい

きました。 

太陽種族のフレッドは、その姿を目で追いな

がら不安な気持ちを隠せないようです。 

 

「TAKESHI さん、私達も彼らがあの宇宙か

ら出てくるとは思いませんでした。 

彼らは、私達の事を恨んでいるようですから、

これから何をしてくるか分かりません。 

この段階で、彼らの事をつかまえる事ができ

ればよいのですが。 

「闇の創造主を統括する創造主」が、私達の

事を助けてくれて本当に良かったです。」 

 

しばらくすると「闇の創造主を統括する創造

主」が、１人の闇の創造主を連れて戻ってき

ました。 

この創造主が、太陽種族に敵対する種族を異

なる宇宙から助け出し、自分の部下として使

っていたようです。 

 

もしかしたら、未来から来た種族だけでなく、

他にもこの創造主に利用されている者達が

いるかもしれません。 

私は、この闇の創造主のゲートを使って、太

陽種族に敵対していた種族を探し出す事に

しました。 

 

「それでは、この創造主のゲートを開いて、

彼が助け出した未来種族やダークピープル

達を全て探し出して下さい。 
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そして、それぞれの種族を調べ、この創造主

の目的を明らかにしてください。」 

 

光50％以上の世界のスターピープルだけで

なく、光 40％台の世界を守護するスターピ

ープルや創造主達も一緒になって、この創造

主のゲートから次々とダークピープル達を

探し出していきます。 

 

時間が経つとともに、彼のゲートからは、多

くのダークピープル達が姿を現してきまし

た。 

中には、私達がアセンションを行うに当たっ

て大変な妨害をしてきたダークピープルや

他の宇宙から私達の宇宙に攻め込んできた

ダークピープルもいます。 

 

「未来から来た種族も、本来はすぐれた技術

力を持っていたスターピープルだったので

すが、今では闇にとらわれてダークピープル

になってしまいました。 

それと同じように、他の種族も元はスターピ

ープルだったかもしれませんが、この闇の創

造主に利用される事でダークピープルにな

ってしまったのではないでしょうか。」と太

陽種族のフレッドは言いました。 

 

ロッド星人も、出てきたダークピープルをみ

て言います。 

「それぞれのダークピープル達は個別に動

いているのだと思っていましたが、この闇の

創造主が裏から支持を出していたようです。 

私達には分からない様に、様々な創造主とダ

ークピープルを使って、地球と皆さんの宇宙

がアセンションしない様に彼らは行動して

いたのでしょうね。 
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彼らは、闇の創造主が支配している宇宙を光

の創造主達に取られたくなかったのでしょ

う。 

彼らは、「闇とひとつになった創造主」の意

思を受け継ぎ、光の創造主達の邪魔をしてい

たのです。」 

 

アシュタールのエレナさんもその様子を見

て言いました。 

「彼らは全て裏でつながっていたのですね。 

そしてこの闇の創造主の指示で行動してい

たのだとすれば、これほど短期間にいくつも

の宇宙のダークピープル達が地球に攻め込

んできていた理由が分かります。 

そして光の創造主がいつも騙されたり、アセ

ンションの大切な時期にトラブルが起きて

上手くいかなかったのも、彼ら闇の創造主が

仕組んだシナリオだったのです。」 

 

第 8 評議会の創造主もずっとこの闇の創造

主の事を調べていたようです。 

「TAKESHI さん、彼らは今まで表には出て

こなかったのですが、地球の物理世界の最終

分離を前にいくつもの計画を立てていたよ

うです。 

その計画がすべて実行される前に、彼らを捕

まえる事が出来て良かったです。 

この闇の創造主は、光に返す事が出来ますが、

どうしますか。」 

 

「そうですね、彼の処理は「闇の創造主を統

括する創造主」にお願いしましょう。」 

「闇の創造主を統括する創造主」も、私の言

葉を聞いて頷きます。 

 

「この創造主は、他に何か行っていた形跡も

ありますのでそれを調べ終えたら光に返し

ましょう。 
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ダークピープル達は、もう TAKESHI さん

達とは関われない世界に分離していきます。」 

 

フレッドをはじめ太陽種族を生み出す責務

を負っていたスターピープル達は、この未来

種族や他のダークピープル達との直接対決

を速やかに回避できてとても喜んでいます。 

これで太陽種族の誕生を阻止しようとして

いた一大勢力はいなくなる事になりますの

で、太陽種族の誕生は、更に可能性が高くな

ったと言えるでしょう。 

やはり、太陽種族のフレッドはこのような事

が起きる事を見越して私達の時代に来てい

たのですね。 

 

 

 

PART4 隠れていた闇の創造主の系譜 

 

太陽種族に敵対する未来種族が捕えられた

翌日、私は第 8 評議会の創造主に、この創

造主がどうなったか聞いてみました。 

 

「TAKESHI さん、実は大変な事が分かりま

した。 

この創造主には仲間がまだいるようです。 

この創造主を調べていると他の創造主と共

同で行った計画も明らかになってきたので

す。 

しかしながら、私達も必死で探しているので

すが、他の創造主が見つからないのです。」 

 

これは急いで探さなくてはいけません。 

彼らも仲間の一人が捕まった事で、次は自分

達も見つかるかも知れないと思い、私達に攻

撃を仕掛けてくるのは間違いないでしょう。 

私達が今朝見た夢もやはり、40％台の闇の

エネルギーが私達を襲ってくる夢でしたの
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で、彼らは更に大きなサイキックアタックを

仕掛けてくるでしょう。 

 

私は「闇の創造主を統括する創造主」を呼び

出しました。 

「「闇の創造主を統括する創造主」よ、第 8

評議会の創造主が、昨日捕まえた創造主に仲

間がいる事を伝えてきましたが、あなたはそ

の仲間達を知っていますか。」 

 

「私も、第 8 評議会からその事を聞いて調

べていました。 

「闇とひとつになった創造主」が生み出した

創造主の中で、TAKESHI さん達によって光

に返されていない創造主がまだ何人残って

いるか調べたところ、あと 6 人ほど残って

いる事が分かりました。 

 

私も、その 6 人の闇の創造主の行方を捜し

ているのですが、姿を消しているようで見つ

ける事が出来ないのです。 

ただし「闇とひとつになった創造主」や他の

闇に落ちた創造主が新しい創造主を生み出

していれば、彼らの仲間はもっと多いかもし

れません。」 

 

私はピカフラシュを呼び出しました。 

「第 8 評議会の創造主よ、まだ昨日捕まえ

た闇の創造主はいますか。」 

「もちろん、まだこちらにいます。」 

 

「それでは、ピカフラシュに残りの創造主を

探させますから、光の創造主の皆さんはサポ

ートして下さい。 

「闇の創造主を統括する創造主」もお願いし

ます。」 

ここに集まっている創造主達は全員頷きま

した。 
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ピカフラシュは、闇の創造主のエネルギーを

たどっていきますが、かなり手間取っている

ようです。 

様々な光景が交互に映し出されますが、どこ

も行き止まりになってしまいます。 

きっと自分のエネルギーの繋がりを様々な

ところを経由して隠しているのでしょう。 

しかし、ようやく１人の創造主の姿が見え始

めました。 

 

その創造主は一生懸命、逃げ隠れしているよ

うですが、光の創造主達に取り囲まれ捕えら

れてしまいました。 

次は、この創造主のエネルギーラインを調べ

ると、さほど遠くない場所にあと２人の創造

主が隠れていました。 

きっとこの 3 人組は常に行動を共にしてい

たようです。 

 

そして昨日捕まえた創造主を使って現実世

界へ介入していたようです。 

ただ、この創造主が捕えられる事を予測して、

自分達とのつながりが分からない様にエネ

ルギーのラインを隠していたのです。 

 

私は「闇の創造主を統括する創造主」に、こ

の３人の創造主はあなたが知っている創造

主であるか、たずねました。 

「そうです、私が捜している６人の創造主の

中の３人です。 

彼らは、おおよそ第 7 から第 9 評議会レベ

ルの創造主ですが、評議会には入っていませ

んので TAKESHI さん達と会う事もなく隠

れていたのだと思います。 

 

私も「闇とひとつになった創造主」がまだ「初

めと終わりの創造主」の時代に作った創造主
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が数名残っているので、その系列の創造主に

は注意を払っています。 

 

この３人は、系列的には中くらいの位置に属

する闇の創造主です。」 

「という事は、まだ力を持った創造主がいる

という事ですか。」と、私は尋ねます。 

「もちろんです、残りの 3 人は、かなり力

を持っている創造主です。」 

 

私は、あわてて光の創造主の中でも上位の創

造主を呼びました。 

そして、上位の評議会の中で活躍しているピ

カフラシュも呼び出しました。 

 

「TAKESHI さん、そんなにあわてなくても、

みんな揃っていますよ」第 18 評議会の創造

主が答えます。 

「そうですね、それでは皆さんの力を合わせ

て、闇の創造主を捕まえましょう。」 

私はピカフラシュに、今捕まえた 3 人の創

造主のエネルギーを調べてもらい、彼らと同

じ系列の創造主を探してもらいます。 

 

しかし、相手も大変な力を持っている創造主

ですので簡単にはいかないようです。 

私達の宇宙の上位の創造主達も、様々な方法

で彼らの居場所を突き止めようとしている

のですが上手くいきません。 

彼らは、様々な世界や時間の中を巧みに逃げ

回っています。 

 

恵理さんの目にも、先ほど以上に様々な光景

がフラシュのように瞬いて見えます。 

「TAKESHI さん、ようやく彼らの移動パタ

ーンが分かってきました。 

私達で、彼らの動きを止める事が出来そうで

す。」創造主の１人から連絡がありました。 
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創造主達が、大きな包囲網を作っている様子

が目に映ります。 

やがて、光の創造主が 3 人の闇の創造主を

捕まえたようです。 

 

「TAKESHI さん、ようやく捕まえる事が出

来ました。 

これで安心です。」 

光の創造主達が喜んでいる様子が伝わって

きます。 

この創造主達は、第 20 評議会の創造主が引

き取ってこれから調べを行う予定です。 

 

私は「闇の創造主を統括する創造主」を呼び

出しました。 

「「闇の創造主を統括する創造主」よ、今回

捕まえた創造主について教えて貰えますか。」 

 

「はい、彼らは皆さんの評議会でいうと第

13評議会から第15評議会の力を持ってい

る創造主達です。 

特にリーダーの創造主は、「闇とひとつにな

った創造主」がまだ「始まりと終わりの創造

主」である時に生み出された創造主で「闇を

コントロールする創造主」と呼ばれています。 

 

私と彼は、ほぼ同じ時期に生み出されて、共

に「始まりと終わりの創造主」を助けながら

活動していました。 

私にとっても深い関係を持つ創造主ですが、

私が「創造主大戦争」の時に中立的な立場を

取った事に大きな怒りを持っていました。 

 

「始まりと終わりの創造主」が闇に飲み込ま

れた時、私は彼も一緒に闇に飲み込まれると

思っていたのですが、彼は闇に飲み込まれず、

創造主としての体裁を保っていました。 
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今になって思えば、それは「闇とひとつにな

った創造主」が、いくつもの宇宙を統治する

ためにあえて、彼をこの世界に残していたの

だと思います。」 

 

「「闇の創造主を統括する創造主」と「闇を

コントロールする創造主」の間で、何か問題

は起きなかったのですか。」と私はたずねま

した。 

 

「もちろん、様々な問題がありました。 

当初は、闇の創造主の方が光の創造主よりも

力が強く、いくつもの宇宙は闇の創造主が取

り仕切っていました。 

私は、闇の創造主の系譜にありながら「始ま

りと終わりの創造主」の手助けをしなかった

事で、彼らから常に責め苛まれていました。 

 

しかし、その様子を見た第 20 評議会の創造

主様が私を助けて下さり、闇に落ちた創造主

達を一掃するために、多くの闇の創造主を光

に返しました。 

 

しかしながら、光に返される前に逃げ出した

闇の創造主が数名いて、彼らは常に光の創造

主に影響を与え、宇宙の闇を深くしてきたの

です。 

その創造主達も、TAKESHI さん達の活動に

よって大分少なくなってきたのですが、その

残りの創造主が今回捕まえる事が出来た創

造主達です。」 

 

「今回捕まえる事が出来た創造主達が、私達

の宇宙や地球の闇が深くなった原因なので

すか。」 

「いえ、彼らだけが原因というわけではあり

ません。 
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彼らに騙されたり影響を受けた光の創造主

の力不足もそうです。 

 

あるいは地球や星々に住む種族達も、もっと

しっかりとした気持ちを持っていれば、これ

ほど深い闇を持った宇宙にはならなかった

でしょう。 

しかし、彼らの力は巨大ですから、それも仕

方がなかったかもしれません。 

彼らがアセンションの崩壊を狙って、かなり

昔から活動していたのは事実ですから。 

 

私が、この宇宙を離れて他の宇宙に仕事に行

かされたのも、彼らの企みだったかもしれま

せん。 

私も、彼らの動きにずっと注意していたので

すが、今回捕まえる事が出来てよかったで

す。」 

 

 

 

PART5 これからの道 

 

「闇の創造主を統括する創造主」が、私達の

宇宙に戻ってきてくれたおかげで私達の宇

宙を脅かしていた闇の創造主達も捕まえる

事が出来ました。 

そして「闇とひとつになった創造主」から新

たに生み出されていた創造主達も、私達にサ

イキックアタックをかけてきたのですが、そ

のアタックも無事に防ぎ、彼らを捕える事も

できました。 

 

これで、細かい事はこれからも起きるかもし

れませんが、大きな問題は大分片付いたよう

です。 

恵理さんのお腹の中には、2 人目の太陽種族

の子供も宿り始めたようです。 
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これからは、太陽種族の子供も安心して産め

そうですね。 

 

もうすぐ 3 月、地球の物理世界の完全分離

が終了する時期が近づいてきました。 

スターピープル達は、51％以上の世界の細

かい分離に入りました。 

51％以上の世界に入る人の区分基準は、愛

の強さだけでなく地球人としての進化具合

やスターピープルへの理解も判定材料に入

ります。 

 

つまり、51％以上の世界に来る人の愛の度

数はそれほど変わらないようですが、地球人

がスターピープルとして進化していく事を

望むスピリットを持つ人達がより光が大き

い世界へと入っていくようです。 

 

光 51％から 55％の世界では、素直で優し

い人達がたくさんいたとしても、地球人の進

化やスターピープルに対する知識もなく、ス

ターピープルとの交流が始まっても混乱す

る事が多い様ですので、しばらくは地球人だ

けで進化の道を歩む事になりそうです。 

 

ただ、今までとは違って闇よりも光が多い世

界ですから、これからの学びはとても楽しい

ものとなるでしょう。 

地球人として新たな視野を持ち、地球の人々

同志で協力しながら地球をもっともっと良

くしていくための学びが始まるのです。 

 

光 56％から 59％の世界に来る人は、愛の

度数も高くなくてはいけませんが、それと共

に地球人として進化を行い、他の星々のスタ

ーピープルと協力する事が出来なければな

りません。 
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スターピープルが、地球人とファーストコン

タクトを行い、スターピープルが地上に降り

て地球で共に暮らし始めたとしても温かく

迎え入れ、自分達の友人や教師として敬意を

もって付き合う事が出来なければならない

のです。 

スターピープルに恐れや敵意を抱いたり、依

存心を抱くような人は光56％以上の世界に

は入れないでしょう。 

 

特に光 58％や 59％の世界では、地球のア

センションの最終目的が、地球人と多くのス

ターピープルが協力し合って、天の川銀河の

統合の種族である太陽種族を生み出す事で

すので、スターピープルと協力してその準備

に入らなければなりません。 

 

そして、地球の統一政府が生まれ、地球の国

や人種を超えた地球人として、スターピープ

ルと共に宇宙に飛び出していく日を迎える

事が出来るでしょう。 

このアセンション・ブックを読んでいる皆さ

んには、まだ想像もできない事かもしれませ

んが、その日は思ったよりも早く来ると私は

信じています。 
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〇各評議会の創造主とスターピープル一覧 

 

 創造主の役割 

アセンションを妨害する理由 

第１７

評議会 

物理的な宇宙を管理する最高責任者。 

5 人の創造主がひとつの意思に基づ

いて動いている 

私達の宇宙を光に満ちた宇宙にする

ために、地球のアセンションを通して

創造主達を再構成しようと考えてい

たが、「変化の宇宙」の創造主達の介

入により予定が大きく狂ってしまい、

地球のアセンションは混乱した。 

それを収拾する為に物理世界にも介

入してはたらいてくれている。 

 

第１６

評議会 

創造主達の指導を行い、宇宙創造の管

理を行う 

私達の活動をサポートする「時と空間

を司る創造主」もこの評議会の 1 人 

第17評議会によって第１６評議会の

中に、下位の評議会の創造主を成長さ

せるために、あえて問題を引き起こす

創造主達が作られた。彼等が「変化の

宇宙」の創造主達により強化され、第

17 評議会も手におえない程に、凶悪

化してしまい「すべての闇を作り出す

創造主」を中心に私達の宇宙の支配を

もくろみ、私達の活動に介入してき

た。 

 

第１５ 物理次元を持つ宇宙に関わる最高次

基本資料 各評議会の創造主

とスターピープルの一覧 

各評議会の創造主とスターピ

ープルの一覧 
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評議会 元の創造主。 

アセンション計画の創始者私達を地

球に降ろした創造主。 

異なる宇宙の創造主達にコントロー

ルされて他の宇宙とのゲートを開く。 

第 15 評議会から出ていった創造主

「全ての闇の宇宙を統括する創造主」

により闇に満ちた宇宙が数多く作ら

れ、地球のアセンションを妨害する為

に多くの罠が仕掛けられる 

第１３

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

５人いる第１３評議会の創造主のう

ち３人が、「すべての創造主を指導す

る創造主」を生みだした創造主により

意識をコントールされ「すべての創造

主を指導する創造主」を擁護し、地球

のアセンションを妨害していた。 

 

第１２

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて創造主達の指導を行う。 

第１２評議会のリーダー的存在であ

る「すべての創造主を指導する創造

主」が下位の評議会の創造主の働きを

多様性のある宇宙を創るという事で

擁護していた。そして自分もこの宇宙

の実権を全て握るために、他の宇宙の

創造主を巻き込みアセンションの妨

害をおこなってきた。 

 

第１１

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

「感情に飲み込まれた創造主」が、「略

奪の宇宙」「無機質の宇宙」「カオスの

宇宙」などから高い能力を持つ創造主

やダークピープルを地球に招き入れ、

アセンションした世界の破壊をもく
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ろむ。 

 

第１０

評議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて全ての宇宙の創造を行う責任

者 

第１０評議会の創造主達と対立する

「混乱の宇宙を作った創造主」が地球

にアセンションを妨害する為にさま

ざまな計画をめぐらし、自分達の宇宙

の創造主を利用したり、他の宇宙から

の創造主を招き入れる。 

 

 創造主の役割と創造主の堕落の原因 

第９評

議会 

私達の宇宙とは異なる全ての宇宙も

含めて管理や指導を行う。 

「リセットの創造主」が、創造主の学

びを行わせるために、下の創造主の正

義感や判断力を忘却させ、混乱に陥れ

る。 

第８評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

私や恵理さんと同じスピリットを持

つ創造主が、宇宙の様々な世界の探査

を行う。 

第９、第１０評議会に、下の宇宙の出

来事を報告する「全てを見渡す創造

主」が「リセットの創造主」により正

義感を失わされ、支配欲を持ち「怒れ

る創造主」を作ったり、宇宙を支配の

ための企てを行う。 

第７評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全てを見守る創造主」がリーダー 

上の評議会から闇を持った創造主と

して生み出された「怒れる創造主」が

評議会に反乱を起こし全ての宇宙で

の闇の創造主の大元となる。 

 



 
 

132 

第６評

議会 

全ての宇宙を見守り創造主達の指導

を行う。 

「全ての創造主の働きを持つ創造主」

がリーダー 

「変化を促進する創造主」が、創造主

を成長させたいという理由で宇宙に

闇のエネルギーを流すが、本当の理由

は宇宙の支配。 

 

第５評

議会 

第４評議会が作った全ての宇宙を管

理。「陽の働きを持つ創造主」がリー

ダー 

第４評議会の創造主達から騙されて

闇に落ちた「暁の光の創造主」が下部

の創造主の光を奪う。 

第４評

議会 

１人１人の創造主が、独自に宇宙の原

型を作り出し、スターピープルと下部

の評議会に創造を委ねる。お互いの宇

宙にはあまり関わらない。 

「光を生みだす創造主」と「力を生み

だす創造主」が対立していたが共に闇

の創造主となり、２人が手を組んで宇

宙の支配をもくろむ。下部の評議会の

創造主達を闇の創造主に仕立てあげ

ていった。 

第３評

議会 

「道を指し示す創造主」を中心に、第

４評議会の創造主によって作られた

宇宙の細かい部分を創造し運営する。

他の創造主を信頼するあまり闇落ち

た創造主を放置する。 

「宇宙の創造を管理する創造主」や

「道を作り出す創造主」が闇の創造主

となり、この宇宙を光の創造主から奪

い取るために、闇の創造主達を地球の

各地に配置しアセンションを妨害し

てきた。彼等は第４評議会の創造主に

操作されていた。 

第２評 「栄光の創造主」を中心に第３評議会
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議会 によって作られた宇宙の創造と運営

を手伝い、第１評議会の働きを管理し

手助けを行う。様々な宇宙の中で大き

な問題が起きた時はその解決にあた

る。 

第３評議会の闇のエネルギーによっ

て過去に創造主大戦争を引き起こし

た。今回も闇のエネルギーの影響で、

第２評議会の中心的な創造主が闇に

落ち、宇宙を混乱させ、アセンション

を妨害し、私達にも大きなサイキッ

ク・アタックを行なった。 

第１評

議会 

「源の創造主」をリーダーに「光彩の

創造主」等が上の評議会から託された

宇宙を具体的に運営する。また物理世

界に生きる多くの存在達の成長を助

け、宇宙連合へ迎えいれる。 

 

上位の評議会からの闇のエネルギー

の影響で、第１評議会の創造主のリー

ダーである「創造主の独自性を育てる

創造主」等、主だった創造主が闇の創

造主となり大きな勢力を作り、光の創

造主を圧倒していた。 

そのために地球を始め多くの宇宙に

闇がはびこり、ダークピープルが宇宙

を荒らしまわる事となった。 

物理的

宇宙 

宇宙連合によって生み出された宇宙、

多くの銀河や星団に別れ独自に発展

している。 

闇の創造主やダークピープルによっ

て地球だけでなく多くの星々が闇が

多い世界となり、人々の成長を阻害し

ている。 
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 スターピープルの特質 

第９評議会 

非常に能力が高いスターピープ

ル達が他のスターピープル達を

指導。 

第８評議会 

非常に能力が高いスターピープ

ル達が他のスターピープル達を

指導。 

ブルナレッド達を中心にいくつ

もの種族が関わってくる 

第 5～７評

議会 

非常に能力が高いスターピープ

ル達が他のスターピープル達を

指導。 

第４評議会 

創造主達が宇宙を創造するため

に必要なエネルギーや技術を提

供するための特別な能力を持つ

スターピープル達が存在してい

る。 

ネターシャ達の種族 

第３評議会 

第１０アセンション以上のスタ

ーピープル達。 

グルナレッドやミスト星人等。

宇宙のエネルギーの適正化を行

なったり、宇宙の健全な運営を

担うための働きをする。 

グルナレッド達の種族 

第２評議会 

第５アセンションから第１０ア

センションのスターピープル

達。 

ロッド星人やエリシタールなど

が属し、第１評議会のスターピ

ープルを助けて、叡智ある存在

の成長を手伝う。 

第１評議会 

第１アセンションから第５アセ

ンションまでのスターピープル

達。アシュタール連合や様々な

星のスターピープルによって構

成され、宇宙の平和と成長を守

り各星の人々の意識進化を手助
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けする。 

 

物理的宇宙 

スターピープルとダークピープ

ルが存在。アセンション前の存

在達は宇宙連合には入れない。 

 

 

 

次に創造主のレベルについて大きくご紹介

しますが、レベルに関しては、私が簡易的に

区分けしたものです。 

 

 

★物理世界を持つ宇宙 

 

〇第１レベル 天の川銀河の中の創造主 

階層としては一番下の階層の創造主です。主

に星々や星座の働きを保ち、星に存在する生

命達を生みだします。 

彼等は星座の創造主とも呼ばれています。 

その上には、天の川銀河全体の管理と創造を

行う創造主もいます。 

 

〇第２レベル 局部銀河の創造主 

私達にとって観測可能な宇宙（ユニバース）

の中でも、天の川銀河やアンドロメダ銀河を

含む局部銀河が一つの宇宙の単位となって

います。 

この局部銀河を治める最高の創造主は、私達

が「界王」呼んでいる創造主で彼のもとに多

くの創造主が役割を分担して存在していま

す。 

私は、局部銀河の運営にたずさわる創造主を

「グレートゴッデス」と呼んでいます。 

特にグレート・イエスやグレート・マリアは

地球の事をとても大切にしてくれています。 

 

〇第３レベル 観測可能なユニバースを統
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治する創造主 

物理的な世界を持つ宇宙（ユニバース）を直

接統治する創造主達です。 

主に第４レベルの創造主に対応する創造主

達がいて、第４レベルの創造主の指示のもと

に単一宇宙であるユニバースを運営してい

ます。 

 

〇第４レベル 多次元宇宙を統治する創造

主 

観測可能な宇宙だけでなくパラレルワール

ドも含む多次元宇宙を統治する創造主達の

世界です。 

そのリーダーは、エンソフと呼ばれる創造主

です。彼のもとに、星々を創造する創造主、

人々の運命を司る創造主、宇宙の安定を保つ

創造主、ドラゴンや精霊を生み育てる創造主、

４大エレメントを駆使して宇宙を創造する

源のエネルギーを作る創造主、叡智ある存在

が適正に育っているか調べる創造主などが

存在して、多次元宇宙の創造と運営を行って

います。 

 

 

★スピリチュアルな宇宙 

 

〇第５レベル 物理的な宇宙を創造し運営

する創造主 

このレベルの創造主からは、たくさんの階層

と役目を持った創造主が存在します。 

物理的な宇宙を創造し運営する役目を持ち、

私達の物理世界にも関われる創造主達です。 

第１評議会の中心的な創造主達になります。 

リーダーは、「源の創造主」「光彩の創造主」

で宇宙のスーパーコンピュターを管理する

創造主なども含まれます。 

 

〇第６レベル 物理的な宇宙を管理しスピ
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リチュアルな宇宙を創造する創造主 

主に第２評議会、第３評議会の創造主達で、

上位の評議会の創造主の指示のもとにスピ

リチュアルなレベルでも宇宙を創造してい

きます。 

彼等は、上位の評議会の決定を自分達の評議

会で議論し、どのような方法で宇宙の創造と

運営を実行するか決めて行動します。 

 

〇第７レベル スピリチュアルな宇宙を創

造する創造主 

主に第４評議会の創造主で、物理的な宇宙の

元となるスピリチュアルな宇宙を作ります。 

この宇宙の原型を基に、第３評議会と第２評

議会の創造主やスターピープル達がスピリ

チュアルな宇宙の細かい創造を行います。 

彼等は、マルチな能力を持つ創造主で１人１

人が独立して、自由に宇宙の創造を行う権利

が与えられています。 

 

〇第８レベル 創造された宇宙の管理を行

う創造主 

第５評議会以上の創造主達は、宇宙の創造は

行いませんが、彼等よりも下の評議会の創造

主が作った宇宙が適切に運営されているか

どうかの検査を行っています。 

非常に高い能力を持っている事はもちろん

ですが、どの次元にも自由に入る事ができ、

多くの宇宙を見守っている創造主です。 

 

〇第９レベル いくつもの宇宙を管理する

創造主 

第９評議会以上の創造主達は、私達の宇宙以

外にもいくつもの宇宙に関わり創造や管理

を行うようになります。 
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宇宙連合の評議会について 

 

宇宙連合は、私達の天の川銀河やアンドロメ

ダ銀河だけでなく多くの星団や星雲が含ま

れる宇宙をいくつも束ねた大宇宙を見守る

グループです。 

私達は、宇宙の本当の姿を未だ知りませんが、

私達にとって観測可能な宇宙をユニバース

と呼ぶのなら、そのユニバースの中に存在し

ている創造主やスターピープル達の連合と

考えてもよいと思います。 

 

しかしこのユニバースの中にも計り知れな

い銀河が存在しているのも事実です。 

また、私が語る話はスピリチュアル・レベル

の話ですので、実際の天文学の話とはかなり

異なるという事だけはご理解ください。 

 

先ず宇宙連合は、宇宙を創造し運営する創造

主達とその仕事をサポートするスターピー

プル達の集まりです。 

創造主やスターピープルの能力や資質、そし

てその働きによって異なる階層の評議会に

別れて活動しています。 

その階層のリーダー的な創造主達とスター

ピープル達によって評議会の会議が行われ、

自分達の行動が決定されます。 

 

 

第１評議会は、宇宙連合では一番下の評議会

として、物理的な宇宙の運営に当たります。 

 

第１評議会は、創造主もスターピープルも最

も数が多く、その役目も多岐にわたります。 

この評議会に属するスターピープル達は、物

理的もしくは半物理的な体を持つスターピ

ープル達ですので、地球を始め物理的な世界

を持つ他の星々にも関わる事ができます。 
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そして、地球人も含めて、まだ十分に成長し

ていない人々に対して、意識進化のための

様々な取り組みを行います。 

 

宇宙連合の第１評議会は、物理世界を持つ多

くの銀河や星団に関わり、その銀河や星団、

もしくは星々の平和を守るための活動を行

います。 

第１評議会の中には、アシュタール連合のよ

うに独自のグループを作って活動している

者達もいますが、彼等も第１評議会の指示の

もとに動いています。 

 

また第１評議会は、スターピープルの説明の

ところでご紹介したように、未発達の星々の

種族を成長させスターピープルへと導く仕

事も行っています。 

この宇宙の中で一つでも多くの種族が愛と

叡智に目覚めて宇宙の平和のために貢献で

きるようにする事が第１評議会の目的でも

あります。 

 

 

第２評議会と第３評議会は、スピリチュアル

な宇宙と物理的な宇宙の創造に当たります。 

 

もちろん物理的な宇宙に関しては、第１評議

会が中心となって創造活動を行うようです

が、第１評議会を指導し、より良い宇宙を創

る事が彼等の仕事でもあります。 

しかしながら、これからのレポートでもご紹

介するように、第４評議会に属する創造主が

闇に落ちてしまった事で、第３評議会、第２

評議会の創造主達も大きな闇に巻き込まれ

る事になりました。 

その結果、第３評議会のほとんどのスターピ

ープル達が闇の世界に閉じ込められ、第３評

議会の仕事が順調におこなわれていないと



 
 

140 

いう事態に陥っていました。 

 

 

第４評議会は、スピリチュアル・レベルの宇

宙の創造を行い、物理的な宇宙のひな型を作

り出していきます。 

 

この第４評議会の創造主は、自分が創造する

宇宙の全てを任されているので、自分の考え

だけで独自の宇宙を作り出す事ができます。 

 

 

第５評議会から上の評議会は、物理的な宇宙

の創造には関わりませんが、創造主達を指導

したり、下の階級の創造主が作り出した宇宙

を検査する役目を持つ創造主達の世界です。 

 

第５評議会の創造主達は、宇宙創造に必要な

エネルギーを、第４評議会の創造主達に供給

します。 

第４評議会の創造主が闇に落ち地球の支配

を計画している事が分かると、他の評議会の

創造主やスターピープル達では対応できな

いので、彼等が中心になって地球の物理世界

を調べ、この創造主達を処理する役目を担っ

てくれました。 
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○光の世界の区分 

 

ここでは、まず光の地球といっても一つでは

なく、光に応じていくつもの地球に分かれて

いる事をお知らせしておきます。 

そして、ここでは大まかに６０％台、７０％

台と書いていますが、本当は、１％単位で世

界が異なっていますが、大まかな区分のみで

説明させていただきます。 

 

地球の光と闇の割合は、およそ光４０％、闇

６０％、現在はもう少し光の割合が多い世界

のようです。 

この割合の世界では、闇の力が強いので、戦

争やテロ、殺人や虐待、人種差別などが起こ

りますが、光の割合が５０％を超えると、戦

争や殺人などもほとんど起こらなくなりま

すが、まだ学びが必要な人には、その学びに

ふさわしい事が起こります。 

 

６０％台になると、愛と調和に満ちた人々が

増えてきますので、人間としての完成を目指

すような学びが始まります。 

しかしそれは争いなどの人を傷つける事で

はなく、どれほど愛を注げるか、とかどれほ

ど人のために尽くせるかなどといった、とて

もポジティブな学びになります。 

また人々も、言葉でなく意思疎通ができるよ

うになりますので、嘘を言ったり、心の中に

隠し事ができなくなるような世界になるか

もしれません。 

そしてさらに大切な事は、スターピープル達

に対する理解が求められるようになります。 

 

光りの世界の区分 



 
 

142 

更に光りの度合いが７０％よりも強くなる

と、学びが少なくなり、愛と共に生きるよう

になりますので、争いや差別などもほとんど

起こらずに調和に満ちた世界が繰り広げら

れます。 

生きている人では７０％台が最高クラスに

なるようです。 

更に光りの割合が８０％を超えると、もう物

理世界に生きている人はほとんどいなくな

り、宇宙の運営に関わる仕事を始める事でし

ょう。 

 

それでは、どのような人がどのような世界に

入れるか、創造主の極秘事項ですが、こっそ

りお教えしますので、少しでも上の世界に入

れるよう努力してください。 

またこの事は、私達の主観ですので、違うと

思う人は信じる必要はありません。 

 

 

 

 

光９０％

台の世界 

宇宙のマ

スターの

世界 

宇宙の管理者として働くスピリ

チュアルな存在達の世界。 

憎しみや争いなどとは無縁で愛

と調和のみが存在する世界。 

また宇宙の管理者となるべく学

びを行う世界。 

自らが愛と光りになるために学
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びを行うスピリット達の世界。 

 

光８０％

台の世界 

宇宙と地

球に生き

るマスタ

ーの世界 

宇宙のために働くスピリチュル

な領域に生きる人々。 

自らもスターピープルとなり、宇

宙の中にある様々な問題の解決

のために働く事を喜びとしてい

るスピリット達。 

ここに入る人は、宇宙で起きてい

る事を深く理解し、常に真実を求

め努力してきた人。 

地球においては、地球の中にある

不正を知り、それを正すために戦

い、地球と地球に生きうる人々を

自由で平和な者にするために常

に努力してきた人々。 

この地球の闇を知りながらも、憎

しみを捨て愛によって生きてき

た人達。 

人間としてのエゴを捨て、自分の

人生を他人のために奉仕してき

た人達。 

 

 

光７０％

台の世界 

物理的な

光の地球

での指導

者の世界 

光８０％の人達と同じように、地

球の闇と闘い続けてきた人達の

中で、自分のエゴや欲望を捨て、

愛の人として生きる実践を行う

人々。 

またスターピープルの事を深く

知り、彼らと共に働ける人。 

自分の感情に振り回されずに常

にニュートラルな立場にあって

真実を追い求める人 

地球と人の事を、愛をもって考え

行動してきた人達が、肉体を失っ

た後に行く世界。 

現実世界に生きる人も少数存在
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し、地球の人達が光りの世界に行

くためのサポートをスピリチュ

アル・レベル、現実レベルで行う。 

６０％台の世界の学びを終えて

からこの世界に来る事が多いよ

うです。 

 

光６０％

台の世界 

地球では

光の世界

として新

しく生ま

れ た 世

界。 

宇宙意識

に目覚め

るための

世界 

 

６０％台の後半の人は・・・ 

常に正義と愛のために生きてき

た人。 

欲望に振り回されず、欲望と感情

を上手にコントロールできて、自

分の中の光と闇を統合してきた

人。 

スターピープルの事を理解し上

手に付き合う事ができる人 

この世界は、さらに上の世界に行

くための通過点として、肉体をも

って学びを行う人達が入る世界。 

少数民族の人達の仲でも、一般社

会を知りながらも、その社会に毒

されず、常に祈りを行ってきたシ

ャーマンや神官、少数民族の文化

やしきたりを守ってきた人々。 

ここに属する人は、これからの

「光の地球」をしっかりと守護

し、人々を導いていく立場にあ

る。 

 

６０％前半の人は・・ 

光の世界にはいる為の教育が行

われる世界。 

地球や宇宙の仕組みを学ぶため

に生きてきた人達で、さらにその

学びを続ける人。 

しっかりと愛や調和を目指して

生きてきたが、まだ十分に実現出

来ておらず、自分の中の光と闇も
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しっかりと統合できていない人。 

周りの人に対して愛と奉仕の気

持ちを持って生きてきたが、今ま

で宇宙や地球に対しての理解も

十分でなくスターピープルの事

もよく知らない人達が、学びを行

うための場所。 

この世界では争いや戦争、差別や

虐待もなくなり、地球人同士でも

愛に基づいた関係がはじまり、安

らぎと光りに満ちた世界が生ま

れてくる。 

  

光５６％

～５９％

の世界  

光りが多

い学びの

世界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

この世界からがアセンションし

た世界としてスターピープル達

により保護される世界になりま

す。 

今の地球よりはさらに光がある

世界で、戦争や争い、虐待、殺人

などは減り、愛と調和に満ち、自

然破壊などもなくなり環境問題

も解決していく世界となるでし

ょう。 

この世界に行く人は、今の世界で

も良心を持って生きてきた人で、

人の役に立ちたいと考えて生き

た人達です。 

そして、地球人としての進化を望

む人がこの世界に入り、光の世界

へ入るための学びを行います。 

この世界の学びは「愛の実践」で

す。 

宇宙の愛を身につけ、人のために

奉仕する事がこの世界の学びと

なります。 

この世界で学びを終わった人は、

本格的なアセンションの世界で

ある光６０％以上の世界に生ま
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れ変わります。 

 

強い欲望や支配欲を持った人や

人と争う事が好きな人は入れま

せん。 

人をだました人、人に不正を働く

人、自己中心的な人は入れませ

ん。 

 

光５１％

～５５％

の世界  

光と闇の

境界の世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここは光りの世界と闇の世界の

境界線にあたる世界で、中間の世

界とも呼ばれています。 

現在の地球よりは、光が強くなり

ますので、戦争や虐待などはすこ

しずつ減ります。 

時間がたつにつれ、現在よりはま

ともな政治家や経済人が現れ、社

会の変革も進むでしょう。 

この世界にはいる人は、戦争や支

配、抑圧のある世界を嫌っている

人で、もっと愛に満ちた世界、調

和のある世界に入りたいと考え

ている人達です。 

また他人のために役に達たいと

思い行動している人や他人に親

切にする事が好きな人達がこの

世界に入ってきます。 

ただしこの世界には、狡猾な地球

外存在達もすでに入り込んでい

るので社会の混乱や自然災害も

起こりますので、その様な事を乗

り越えていく事が、この世界の

人々の学びとなります。 

ヒーリングやスピリチュアルな

仕事をしている人でも、人々の幸

福のために働いている人は、この

世界に入りますが、物欲や支配

欲、名誉欲のためにしている人
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は、ここからさらに下の世界に行

く事になります。 

 

光４０％

～５０％

の 世 界 

現在の地

球と同じ

学びの世

界 

 

光の度合

いはイラ

ストと異

なります

が、こち

らの度合

いが最新

です 

ここからが、アセンションとは反

対にディセンションした世界と

なります。 

光４０％台の世界は、今までとほ

とんど変わりない世界で、戦争や

争い、テロ、詐欺、レイプ、傷害

などが日常的に起こっている世

界です。 

経済的な侵略によって、世界の

人々は貧富の差が激しくなり差

別を受けます。 

宗教、技術、論理もすべてが争い

のために利用されます。 

この世界に行く人は、自然災害や

戦争、原発の事故なども含め、現

在の地球が体験する未来をとも

に体験する事になります。 

現状の世界を好みお金儲けやぜ

いたくな生活をしたい人達、人や

自分や他人にたいして不誠実な

生き方をしてきた人達は、この世

界にそのまま残るようです。 

他人を支配しようと思う人、他人

に依存したり、他人支配される事

を好む人もこの世界にとどまり

ます。 

この世界は多くの地球外生命体

達も存在しますので、彼等の支配

をうけず自立していく事が、この

世界の学びとなるでしょう。 

 

光３０％

台の世界 

闇が多い

学びの世

今の地球よりもさらに闇が多く

なりますので、現在よりも状況が

はるかに悪くなります。 

戦争やテロが多発し、多くの人が
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界 争いや原発事故、自然災害に巻き

込まれ苦難の多い人生を送る事

になるでしょう。 

そして人々はその中で多くの事

を学び目覚めていくための機会

を待つ事になると思います。 

この世界には、多くの欲望に取り

付かれ、他人を支配したり傷つけ

る事を好んで行ってきた人達が

いく世界になると思います。 

 

 

 

 

 

 

 


